
携
帯
電
話
の
情
報
公
開
あ
り
得
る

は
、
黒
人
が
入
院
者
の

３
７
・
４
％
と
死
者
の

４
５
・
２
％
を
占
め
た
。
２

週
間
前
（
１
０
日
）
の
入

院
者
、
死
者
に
お
け
る
黒

人
の
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

２
３
・
１
０
％
と
３
２
・
８
％

だ
っ
た
。 

　

サ
ン
タ
・
カ
ー
ザ
・
デ
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
医
科
大
学
助
教

授
で
疫
学
者
の
カ
リ
ー
ナ
・

リ
ベ
イ
ロ
氏
は
、
感
染
者
、

死
者
全
体
に
占
め
る
特
定
人

種
の
比
率
が
高
い
こ
と
は
、

必
ず
し
も
特
定
人
種
が
コ
ロ

ナ
に
か
か
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い

と
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
で
は
高
齢
者
ほ
ど
死
亡

す
る
確
率
が
高
い
が
、
白
人

と
黒
人
の
間
で
は
人
口
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
形
態
が
違
う
。 

　

伯
国
家
族
と
社
会
医
学
学

会
（
Ｓ
Ｂ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
）
に
よ
る

と
、
民
間
の
保
健
プ
ラ
ン
に

入
る
余
裕
が
な
く
、
公
的
医

療
の
統
一
医
療
保
健
シ
ス
テ
ム

（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
）
の
み
に
依
存
し

て
い
る
人
の
６
７
％
は
黒
人

　
【
既
報
関
連
】
最
高
裁
の
セ
ウ
ソ
・
デ
・
メ
ロ
判
事
は
２
７
日
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
前
法
相
が
２
４
日
の
辞
任
会

見
で
言
及
し
た
、「
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
が
連
邦
警
察
の
捜
査
に
干
渉
し
よ
う
と
し
た
」
こ
と
な
ど
に
関
す
る
捜

査
開
始
を
認
め
る
判
断
を
下
し
た
。
ま
た
、
２
７
、２
８
日
に
は
新
法
相
と
新
連
警
長
官
も
正
式
に
発
表
さ
れ
た
。

２
７
、２
８
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

２
４
日
の
電
撃
辞
任
以

来
、
セ
ル
ジ
オ
・
モ
ロ
前
法

相
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
の

両
支
持
者
が
「
国
民
の
期
待

を
裏
切
っ
た
」
と
、
ネ
ッ

ト
上
で
互
い
を
中
傷
し
合

う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

る
。
そ
れ
は
、
モ
ロ
氏
が
辞

任
会
見
で
言
及
し
た
ボ
ウ

に
６
０
日
間
の
期
限
で
の
捜

査
を
命
じ
た
。 

　

検
察
庁
は
最
高
裁
に
モ
ロ

氏
か
ら
の
事
情
聴
取
と
証
拠

の
提
出
要
請
か
ら
捜
査
を
始

め
る
こ
と
も
申
請
済
み
で
、

セ
ウ
ソ
判
事
は
連
警
に
、
モ

ロ
氏
の
会
見
資
料
の
入
手
を

命
じ
た
。
捜
査
で
は
携
帯
電

話
の
情
報
公
開
も
必
至
だ
。

モ
ロ
氏
に
よ
る
と
、
大
統
領

は
「
連
警
に
は
自
分
の
支
持

者
が
１
０
〜
１
２
人
い
る
」

こ
と
を
ヴ
ァ
レ
イ
シ
ョ
氏
解

任
の
理
由
と
し
て
迫
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。 

　

セ
ウ
ソ
判
事
は
ま
た
、
ラ

ン
ド
ル
フ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
上

議
（
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
）
が
提
出
し

た
、
カ
ル
ラ
・
ザ
ン
ベ
ッ

リ
下
議
の
携
帯
電
話
の
情
報

公
開
要
請
に
関
す
る
判
断
を

検
察
庁
に
託
し
た
。
同
下
議

も
、
最
高
裁
判
事
へ
の
指
名

大
統
領
の
連
警
違
法
介
入
で

で
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
罹
れ

ば
病
状
が
深
刻
化
し
や
す
い
、

糖
尿
病
、
結
核
、
高
血
圧
、

慢
性
腎
臓
病
な
ど
の
慢
性
疾

患
患
者
も
、
黒
人
の
方
が
白

の
１
８
２
人
は
伯
人
だ
っ
た
。 

　

ワ
ク
チ
ン
の
開
発
に
は
、

基
礎
研
究
、
非
臨
床
（
前
臨

床
）
試
験
、
臨
床
試
験
の
諸

段
階
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

ど
を
同
日
付
伯
字
サ
イ
ト
が

報
じ
て
い
る
。 

　

伯
国
保
健
省
が
２
６
日
に

発
表
し
た
、
最
新
版
「
疫
学

速
報
」
に
よ
る
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
入
院
患
者
や
死
者
に
お
け

る
黒
人
の
割
合
が
増
加
し
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
デ
ー
タ

は
ま
た
、
黒
人
と
白
人
の
間

で
入
院
率
や
死
亡
率
に
差
が

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

　

２
６
日
の
デ
ー
タ
で

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
保
健

省
は
２
８
日
午
後
の
定
例
会

見
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
者
は
７
万
１
８
８
６

人
、
死
者
は
５
０
１
７
人
と

発
表
し
た
。
前
日
発
表
か
ら
、

感
染
者
は
５
３
８
５
人（
８
・

１
％
）、
死
者
は
４
７
４
人

（
１
０
・
４
％
）
の
増
加
だ
。

そ
ん
な
中
、
コ
ロ
ナ
入
院
患

者
に
お
け
る
「
褐
色
を
含
む

黒
人
」（
以
下
「
黒
人
」）
の

比
率
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
、

ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た
め
の
治

験
に
１
８
２
人
の
伯
人
が
応

募
の
意
思
を
見
せ
た
こ
と
な

感
染
者
の
黒
人
比
率
高
ま
る

コ
ロ
ナ
感
染
で
Ａ
Ｖ
Ｃ
発
生
？

ワ
ク
チ
ン
治
験
志
願
１
８
２
人

臨
床
試
験
の
中
で
最
も
時
間

が
か
か
る
の
は
、
人
体
に
直

接
投
与
し
て
効
果
を
検
証
、

確
認
す
る
試
験
だ
。
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る

と
、
世
界
で
は
今
、
７
６
の

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
内
の
７
１
が

非
臨
床
試
験
段
階
、
五
つ
が

臨
床
試
験
段
階
だ
と
い
う
。 

　

ワ
ク
チ
ン
は
、
病
原
体
か

ら
作
り
、
無
毒
化
あ
る
い
は

弱
毒
化
さ
れ
た
抗
原
を
投
与

す
る
こ
と
で
、
免
疫
を
つ
く

る
医
薬
品
だ
。
ワ
ク
チ
ン
開

発
に
協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
た
場
合
の
リ
ス

ク
が
少
な
い
、
若
く
て
健
康

な
人
が
望
ま
れ
て
い
る
。
臨

床
試
験
中
は
頻
繁
に
観
察
が

行
わ
れ
、
感
染
し
た
時
も
最

善
の
医
療
が
施
さ
れ
る
。

感
染
が
増
え
続
け
る
中
、
医
療
現
場
で

は
懸
命
の
治
療
が
行
わ
れ
て
い
る
（
参

考
画
像
・Ascom

 / Santa Casa
）

２
７
日
も
１
４
２
人
が
埋
葬
さ
れ
た
マ
ナ

ウ
ス
市
の
墓
地
（
２
７
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト

の
記
事
の
一
部
）

疑
惑
の
連
警
長
官
人
事
で
波
紋 

支
援
を
約
束
し
つ
つ
、
ヴ
ァ

レ
イ
シ
ョ
氏
解
任
を
認
め
る

よ
う
、
モ
ロ
氏
に
求
め
た
と

さ
れ
て
い
る
。 

　

一
方
、
噂
で
上
が
っ
た
段

階
で
強
い
批
判
を
受
け
て
い

た
新
法
相
と
連
警
長
官
の
名

前
が
、
２
８
日
付
連
邦
官
報

に
掲
載
さ
れ
た
。 

　

新
法
相
は
大
統
領
三
男
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
下
議
の
側
近
で

現
在
は
大
統
領
府
総
務
室

長
官
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
・
オ
リ

ヴ
ェ
イ
ラ
氏
が
見
送
ら
れ
、

連
邦
総
弁
護
庁
長
官
の
ア
ン

ド
レ
・
メ
ン
ド
ン
サ
氏
と

な
っ
た
。
同
氏
は
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
一
家
と
の
関
係
は
密
で
は

な
い
が
、
福
音
派
の
弁
護
士

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

　

連
邦
警
察
長
官
は
、
か
ね

て
か
ら
の
報
道
通
り
、
大
統

領
の
息
子
た
ち
の
友
人
で
、

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
氏
の
警
備
も
務

ソ
ナ
ロ
氏
に
よ
る
連
邦
警
察

へ
の
介
入
な
ど
の
捜
査
を
最

高
裁
が
認
め
た
こ
と
で
さ
ら

に
過
熱
化
し
そ
う
だ
。
ダ
ッ

タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
最
新
の
調

査
だ
と
、「
モ
ロ
氏
と
大
統

領
の
ど
ち
ら
が
真
実
を
語
っ

て
い
る
か
」
で
、
大
統
領
の

２
０
％
に
対
し
モ
ロ
氏
が

５
２
％
、「
大
統
領
は
介
入

し
た
と
思
う
か
」
の
問
い
に

は
、
５
６
％
が
「
し
た
と
思

う
」
と
答
え
、「
そ
う
思
わ

な
い
」
の
２
８
％
の
２
倍
を

記
録
し
た
。
世
間
の
目
は
大

統
領
に
厳
し
い
が
、
果
た
し

て
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
か
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

聖
市
が
２
７
日
に
発
表
し

た
、
３
月
８
日
〜
４
月
２
４

日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
死
者
と
感
染
が
疑
わ

れ
る
死
者
の
地
区
別
集
計
の

ト
ッ
プ
は
、
ブ
ラ
ジ
ラ
ン
ジ

ア（
北
部
）で
８
１
人
。以
下
、

サ
ポ
ペ
ン
バ
（
東
部
）
７
７

人
、サ
ン
マ
テ
ウ
ス
（
東
部
）

５
８
人
、
シ
ダ
ー
デ
・
チ
ラ

デ
ン
テ
ス
（
東
部
）
５
１

人
、
カ
シ
ョ
エ
イ
リ
ー
ニ
ャ

（
北
部
）
と
サ
コ
マ
ン
（
南

部
）
が
５
０
人
で
続
い
て
い

る
。
１
７
日
ま
で
の
ブ
ラ
ジ

ラ
ン
ジ
ア
で
の
死
者
は
５
４

人
だ
っ
た
か
ら
、
１
週
間
で

５
０
％
増
え
た
。 

　
　
　
　
　

◎ 

　

積
み
重
な
っ
た
自
身
の
問

題
で
罷
免
請
求
も
相
次
い
で

い
る
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
。

コ
ロ
ナ
の
死
者
、
感
染
者
も

中
国
を
抜
き
、
ワ
ー
ス
ト

１
０
入
り
目
前
ま
で
行
っ
て

い
る
が
、
そ
の
矢
先
の
２
７

日
、
大
統
領
は
サ
ッ
カ
ー
の

公
式
戦
再
開
に
つ
い
て
意
欲

的
な
発
言
を
行
っ
た
。
ど
こ

の
国
も
ま
だ
、
試
合
再
開
に

は
ほ
ど
遠
い
と
判
断
し
て
い

る
最
中
だ
。
自
粛
解
除
を
行

う
な
ら
ば
、
も
っ
と
優
先
す

べ
き
も
の
が
あ
る
の
で
は
。

　

２
７
日
に
、
連
邦
政
府
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
う
、
非
正

規
雇
用
者
ら
へ
の
２
度
目
の

緊
急
援
助
金
の
支
払
い
が
始

ま
っ
た
。
支
払
い
先
の
銀
行

で
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
感

染
拡
大
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

２
８
日
付
伯
字
紙
、
サ
イ
ト

が
報
じ
て
い
る
。 

　

今
月
９
日
に
始
ま
っ
た

第
１
回
目
の
支
払
い
で
は
、

３
１
３
０
万
人
に
対
し
２
２

０
億
レ
ア
ル
が
払
わ
れ
た
が
、

２
回
目
の
今
回
も
、
支
払
い

解
禁
日
の
２
７
日
は
連
邦
貯

蓄
銀
行
（
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｘ
Ａ
）
に

長
い
列
が
で
き
た
。
場
所
に

よ
っ
て
は
５
時
間
待
ち
の
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
う
。 

　

コ
ロ
ナ
対
策
上
、
人
が
多

く
集
ま
る
こ
と
は
歓
迎
さ
れ
な

い
た
め
、
支
払
い
に
も
細
か
い

ル
ー
ル
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

支
払
い
開
始
日
は
誕
生
月
ご

と
に
、
２
７
日
が
１
〜
２
月
、

２
８
日
は
３
〜
４
月
、
２
９

日
が
５
〜
６
月
、
３
０
日
が

７
〜
８
月
、
５
月
４
日
が
９

〜
１
０
月
、
５
日
が
１
１
〜

１
２
月
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
窓
口
で
の
混
乱
を

避
け
る
た
め
、
受
給
者
に
は

以
下
の
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。「
自
分
に
受
給
資
格

が
あ
る
か
を
事
前
に
確
認
す

る
」「
自
身
の
受
け
取
り
番

号
を
Ｃ
Ａ
Ｉ
Ｘ
Ａ
の
ア
プ
リ

で
事
前
に
獲
得
す
る
」「
な

る
べ
く
人
が
並
ん
で
い
な
い

支
店
に
出
向
く
」
こ
と
な
ど

だ
。
不
明
な
点
は
公
式
サ
イ

ト auxilio.caixa.gov.br

で
調
べ
る
こ
と
も
可
能
だ
。 

　

支
払
い
は
も
う
１
回
行
わ

れ
る
。

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴

い
、
死
因
が
特
定
で
き
な
い

死
者
や
自
宅
で
亡
く
な
る
人

が
増
え
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ

感
染
に
伴
っ
て
起
こ
り
得
る

も
の
に
脳
血
管
障
害
（
Ａ
Ｖ

Ｃ
）
も
あ
る
と
２
８
日
付
エ

ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。 

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
病
状
が

急
変
す
る
例
が
多
く
、
検
査

結
果
が
死
亡
・
埋
葬
後
に
出

た
例
、
死
亡
後
の
検
査
で
感

染
が
判
明
し
た
例
、
検
査
さ

え
行
っ
て
い
な
い
例
が
相
当

数
出
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

重
度
の
呼
吸
障
害
な
ど
を
伴

う
例
は
埋
葬
後
に
死
亡
証
明

を
出
す
事
が
許
可
さ
れ
て
お

り
、
死
因
不
明
と
記
載
し
た

証
明
書
で
死
亡
届
が
出
さ
れ

る
例
も
起
き
て
い
る
。 

　

伯
国
初
の
コ
ロ
ナ
感
染
者

が
確
認
さ
れ
た
２
月
２
６
日

か
ら
４
月
１
７
日
ま
で
の
全

国
の
登
記
所
の
死
因
不
明
の

死
亡
届
は
、
昨
年
同
期
を

４
３
％
上
回
る
１
３
２
９
件

あ
る
。
各
登
記
所
が
死
亡
証

明
の
内
容
を
市
民
登
録
情
報

セ
ン
タ
ー
に
報
告
す
る
期
間

は
最
大
１
０
日
間
で
、
実
数

は
若
干
異
な
る
可
能
性
が
あ

る
が
、
専
門
家
は
こ
れ
ら
の

多
く
が
コ
ロ
ナ
感
染
者
だ
っ

た
可
能
性
あ
り
と
見
て
い
る
。 

　

専
門
家
は
、
病
院
で
感
染

す
る
事
を
怖
れ
た
り
、
病
床

が
確
保
で
き
な
か
っ
た
り
し

て
、
自
宅
で
亡
く
な
る
人
が

増
え
る
事
も
懸
念
。
心
筋
梗

塞
や
Ａ
Ｖ
Ｃ
で
死
亡
し
た
人

も
コ
ロ
ナ
感
染
者
だ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。 

　

Ａ
Ｖ
Ｃ
で
運
び
込
ま
れ
た

患
者
が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て

い
た
例
は
、
医
療
現
場
で
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。 

　

一
例
は
、
米
国
の
ザ
・
ワ

シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
が
掲

載
し
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
医

師
に
よ
る
報
告
書
で
、
３
０

〜
４
０
代
の
健
康
な
人
が
Ａ

Ｖ
Ｃ
を
起
こ
し
て
運
び
込
ま

れ
、
そ
の
後
の
検
査
で
コ
ロ

ナ
感
染
が
確
認
さ
れ
た
と
い

う
も
の
だ
。
同
様
の
報
告
は

遺
体
か
ら
大
小
の
血
栓
が
見

つ
か
っ
た
例
が
あ
る
事
か
ら
、

現
場
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
後
に

生
じ
た
血
栓
が
心
筋
梗
塞
や

Ａ
Ｖ
Ｃ
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
を
警
戒
し
始
め
て
い
る
。 

　

特
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

る
の
は
心
臓
疾
患
や
糖
尿
病

な
ど
の
持
病
が
あ
る
人
で
、

コ
ロ
ナ
感
染
を
怖
れ
て
治
療

を
中
断
し
な
い
よ
う
に
と
も

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。 

　

米
国
で
は
コ
ロ
ナ
感
染
の

可
能
性
を
医
師
か
ら
指
定
さ

れ
た
の
に
、
病
院
で
の
孤
独

組
み
を
周
知
す
る
た
め
、
大

統
領
府
が
毎
日
出
し
て
い
る

省
庁
間
広
報
が
報
じ
た
。 

　

３
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
脅
威
が

全
世
界
に
広
ま
り
、
多
く
の

国
が
商
業
航
空
の
運
航
を
制

限
し
、
陸
上
の
国
境
も
閉
ざ

れ
た
。
各
航
空
会
社
も
多
く

の
便
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
た

め
、
何
千
人
も
の
伯
人
が
国

外
に
足
止
め
さ
れ
た
。 

　

帰
伯
を
望
ん
で
も
手
段
が

閉
ざ
さ
れ
た
伯
人
の
本
国
送

還
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
伯
国

外
務
省
と
航
空
会
社
が
共
同

で
行
っ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
利
用

も
含
ま
れ
る
。 

　

５
月
１
日
に
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
チ
リ
経

由
で
の
帰
伯
便
が
組
ま
れ
、

１
０
０
人
以
上
が
帰
国
す

る
。

　

隣
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら

は
、
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
か
ら
の
バ
ス
４
台
に
乗
っ
た

１
３
６
人
が
２
７
日
に
、
国

境
の
市
、
南
大
河
州
ウ
ル
グ

ア
イ
ア
ナ
に
着
い
た
。 

　

在
ク
ウ
ェ
ー
ト
と
在
フ

ラ
ン
ス
の
伯
国
大
使
館
は
、

１
１
人
の
伯
人
を
乗
せ
、バ
ー

レ
ー
ン
を
発
ち
、
パ
リ
経
由

で
帰
伯
す
る
便
の
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。 

　

伯
国
外
に
立
ち
往
生
し
て

お
り
、
伯
国
政
府
の
帰
国
支

援
を
求
め
る
伯
人
は
、
伯
国

外
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

あ
る
領
事
支
援
フ
ォ
ー
ム
を

使
っ
て
申
請
す
る
必
要
が
あ

る
。政
府
は
同
サ
イ
ト
の
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
本
国
送
還
手

続
き
を
組
織
す
る
。 

２
回
目
の
緊
急
支
払
い
開
始

長
蛇
の
行
列
を
避
け
る
に
は
？

現
場
の
医
師
が
警
告
発
す
る

新型コロナ

感
染
者
７
万
１
８
８
６
、死
者
５
０
１
７

コロナ援助金

３
８
０
０
人
が
立
ち
往
生

１
万
７
千
人
が
政
府
援
助
で
帰
国

在外伯国人

セウソ判事
（Carlos Moura）

　

ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領
に

対
す
る
捜
査
開
始
許
可
は
、

２
４
日
に
ア
ウ
グ
ス
ト
・
ア

ラ
ス
連
邦
検
察
庁
長
官
が
提

出
し
た
捜
査
開
始
請
求
に
、

く
じ
で
選
ば
れ
た
セ
ウ
ソ
判

事
が
応
え
た
も
の
だ
。 

　

ア
ラ
ス
長
官
に
よ
る
と
、

モ
ロ
氏
の
主
張
が
正
し
け
れ

ば
、
大
統
領
に
は
偽
証
罪
や

証
拠
隠
滅
、
司
法
妨
害
な
ど

が
当
て
は
ま
る
と
い
う
。
大

統
領
は
自
身
の
息
子
に
対
す

る
捜
査
を
妨
害
す
る
た
め
、

連
警
長
官
の
マ
ウ
リ
シ
オ
・

ヴ
ァ
レ
イ
シ
ョ
氏
を
モ
ロ
氏

の
承
認
を
得
ず
に
解
任
し
た

上
、
官
報
に
偽
署
名
を
使
っ

た
疑
い
が
持
た
れ
て
い
る
。 

　

だ
が
、
大
統
領
は
２
４
日

夕
刻
の
会
見
で
、「
モ
ロ
氏

は
自
身
の
最
高
裁
判
事
指
名

と
引
き
換
え
に
ヴ
ァ
レ
イ

シ
ョ
氏
解
任
を
承
認
し
た
」

と
主
張
し
て
い
る
。 

　

セ
ウ
ソ
判
事
は
、
今
回
の

判
断
に
伴
う
文
書
で
、
大
統

領
へ
の
疑
惑
を
「
憲
法
に
反

し
、
大
統
領
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
行
為
」
と
称
し
、
連
警

　
【
既
報
関
連
】
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
大
流

行
で
、
今
で
も
世
界
７
４
カ

国
に
約
３
８
０
０
人
の
伯
人

が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
と
、

２
８
日
付
ア
ジ
ェ
ン
シ
ア
・
ブ

ラ
ジ
ル
が
報
じ
た
。 

　

伯
国
外
務
省
に
よ
る
、

「
７
４
カ
国
３
８
０
０
人
」

の
発
表
は
２
７
日
に
行
わ
れ

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
世
界
中
で
蔓
延
し
始
め

て
以
来
、
現
地
大
使
館
や

領
事
館
の
支
援
を
受
け
て

帰
伯
し
た
伯
人
は
、
既
に

１
万
７
７
７
０
人
に
上
る
。 

　

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
（
世
界
的
流
行
）
に

対
す
る
政
府
と
し
て
の
取
り

め
た
ア
レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
・

ラ
マ
ジ
ェ
ム
氏
を
強
行
指
名

し
た
。
こ
の
指
名
を
巡
っ
て

は
、民
主
労
働
党
（
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）

が
早
速
、
差
し
止
め
命
令
を

求
め
て
い
る
。

モロ証言の捜査を許可最高裁

（１） ２０２０年第５４７７号  ４月 ２９日 （水曜日）

人
よ
り
多
い
。
ま
た
、

社
会
的
隔
離
政
策
の

遵
守
が
困
難
な
、
非

正
規
労
働
者
と
基
幹

業
務
従
事
者
も
、
そ

の
多
く
は
黒
人
だ
。 

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

災
禍
を
食
い
止
め

る
た
め
に
は
、
一
刻

も
早
い
ワ
ク
チ
ン
の

完
成
が
望
ま
れ
て

い
る
。
１
Ｄ
ａ
ｙ

Ｓ
ｏ
ｏ
ｎ
ｅ
ｒ
と

い
う
ワ
ク
チ
ン
開
発

の
た
め
の
治
験
国

際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
、
２
７
日
ま
で
に

世
界
５
２
カ
国
か
ら

３
９
０
０
人
の
志
願

者
が
出
た
。
そ
の
内

死
を
恐
れ
た
家
族
が
父
親
を

自
宅
で
看
取
り
、
公
式
の
コ

ロ
ナ
に
よ
る
死
者
に
数
え
ら

れ
て
い
な
い
例
も
あ
る
と
い

う
が
、
自
宅
で
の
死
者
増
加

は
医
療
崩
壊
が
言
わ
れ
る
マ

ナ
ウ
ス
市
を
は
じ
め
、
連
邦

直
轄
区
や
聖
市
、
リ
オ
市
な

ど
で
も
起
き
て
い
る
。 

　

埋
葬
者
増
加
は
全
国
的
に

起
き
て
い
る
が
、
感
染
の
疑

い
が
あ
る
死
者
と
死
因
不
明

者
の
多
く
が
コ
ロ
ナ
感
染
者

で
あ
る
可
能
性
が
否
定
出
来

な
い
状
況
が
起
き
て
い
る
。 

中
国
や
ス
ペ
イ
ン
の

医
師
も
行
っ
て
い
る

と
い
う
。 

　

ま
た
、
聖
市
や

リ
オ
市
の
病
院
の

医
師
も
、
Ａ
Ｖ
Ｃ

を
起
こ
し
た
患
者

が
コ
ロ
ナ
に
感
染
し

て
い
た
例
が
あ
る
事

を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。 

　

国
外
で
は
コ
ロ
ナ

感
染
で
呼
吸
障
害

な
ど
を
起
こ
し
た

人
に
血
栓
溶
解
薬

を
処
方
し
た
例
が

あ
り
、
国
内
で
も

□緊急時の連絡先□
●サンパウロ日伯援護協会「本部事務局」

　TEL: (11) 3274-6483
朝８時から午後５時まで。日本語対応可。相談内容に応じて、福祉士などに回す。

●サンタクルス病院
「新型コロナウイルス感染症の緊急外来受診のためのコールセンター」

　TEL: (11) 97572-4602　日本語対応、24時間。

⇒在ブラジル大使館（連邦区、ゴイアス州、トカンチンス州）
　代表電話 (61) 3442-4200／ 夜間連絡先 : ブラジル国内から（地域番号なし）4003-2142
　サイト :  https://www.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在サンパウロ総領事館（サンパウロ州、マト・グロッソ州、マト・グロッソ・ド・スール州、三角ミナス地域）
　代表電話 (11) 3254-0100       　サイト : https://www.sp.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在クリチバ総領事館（パラナ州、サンタ・カタリーナ州）
　代表電話 (41) 3322-4919　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ベレン領事事務所（パラ州、マラニョン州、アマパ州、ピアウイ州）
　代表電話 (91) 3249-3344　　サイト : https://www.belem.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

⇒在リオデジャネイロ総領事館（リオデジャネイロ州、エスピリト・サント州、ミナス・ジェライス州）
　代表電話 : (41) 3322-4919／ 受付時間外及び休館日 : ブラジル国内から (0) 21-3461-9595
　サイト : https://www.rio.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在ポルトアレグレ領事事務所（リオ・グランデ・ド・スール州）
　代表電話 : (51) 3334-1299　　サイト : https://www.curitiba.br.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000040.html
⇒在マナウス総領事館（アマゾナス州、ロンドニア州、ロライマ州、アクレ州）
　代表電話 : (92) 3232-2000　　サイト : https://www.manaus.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html
⇒在レシフェ総領事館（セアラー州、リオ・グランデ・ド・ノルテ州、セルジッペ州、ペルナンブコ州、アラゴアス州、バイア州、パライバ州）
　代表電話 : (81) 3049-8300　　サイト : https://www.recife.br.emb-japan.go.jp/itprtop_ja/index.html

●万が一、医療機関等に隔離され、日本政府の援護が必要な場合の在外公館の連絡先リスト



　
「
今こ

ん

回か
い

の
叙じ

ょ

勲く
ん

の
受じ

ゅ

賞し
ょ
うを
、
心こ

こ
ろの
底そ

こ

か
ら
嬉う

れ

し
く
思お

も

い
ま
す
。
そ
れ
と
同ど

う

時じ

に
、
今い

ま

ま

で
以い

上じ
ょ
うに
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

の
交こ

う

流り
ゅ
うと
発は

っ

展て
ん

に
貢こ

う

献け
ん

で
き
る
よ
う
、
よ
り
一い

っ

層そ
う

励は
げ

ま
ね
ば
と
感か

ん

じ
て

お
り
ま
す
」
―
―
春は

る

の
叙じ

ょ

勲く
ん

を
受じ

ゅ

勲く
ん

し
た
一ひ

と

人り

、
飯い

い

星ぼ
し

ワ
ル
テ
ル
氏し

は
電で

ん

話わ

取し
ゅ

材ざ
い

に
応お

う

じ

て
、
そ
う
丁て

い

寧ね
い

に
、
嬉う

れ

し
そ
う
に
答こ

た

え
た
。
日に

っ

本ぽ
ん

政せ
い

府ふ

は
４
月が

つ

２
９
日に

ち

、
２
０
２
０
年ね

ん

（
令れ

い

和わ

２
年ね

ん

）
春は

る

の
受じ

ゅ

勲く
ん

者し
ゃ

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
伯は

っ

国こ
く

か
ら
は
邦ほ

う

人じ
ん

２
人に

ん

、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

９
人に

ん

の
計け

い

１
１
人に

ん

が
叙じ

ょ

勲く
ん

を
受う

け
た
。
受じ

ゅ

勲く
ん

者し
ゃ

名め
い

と
そ
の
功こ

う

績せ
き

は
以い

下か

の
通と

お

り
（
敬け

い

称し
ょ
う

略り
ゃ
く）。

周し
ゅ
う
 
ね
ん
年
に
日

に
っ
 
ぱ
く伯
両り

ょ
う
 
こ
く
国
を
象

し
ょ
う
 
ち
ょ
う徴

し
た
記き

 
ね
ん念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ

ザ
イ
ン
を
担た

ん
 
と
う当
す
る
な
ど
、

日に
っ
 
ぱ
く伯
間か

ん

の
文ぶ

ん
 
か化
交こ

う
 
り
ゅ
う流
及お

よ

び

友ゆ
う
 
こ
う好
親し

ん
 
ぜ
ん善の
促そ

く
 
し
ん進
に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し

た
。

◎
山や

ま

 だ田
和か

ず

 み三
（
７
９
）
＝

旭き
ょ
く
 
じ
つ
 
た
ん

日
単
光こ

う

章し
ょ
う

＝
元も

と

カ
ン

ポ
・
グ
ラ
ン
デ
日に

っ
 
け
い系
協き

ょ
う
 
か
い会

会か
い
 
ち
ょ
う
長
、
元も

と

リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
州

し
ゅ
う

日に
っ
 
ぱ
く伯
文ぶ

ん
 
か化
体た

い
 
い
く育

連れ
ん
 
め
い盟
理り

 
じ事
兼け

ん

日に
 
ほ
ん
 
ご

本
語
普ふ

 
き
ゅ
う及

会か
い

会か
い
 
ち
ょ
う
長
。
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
州し

ゅ
う
に
て
、
長な

が
 
ね
ん年
に
渡わ

た

り
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ
 
か
い会
に
日に

 
ほ
ん
 
ご

本
語

コ
ロ
ナ
吹ふ

き
飛と

ば
す
春は

る

の
叙じ

ょ

 く
ん勲

芸げ
い

 じ
ゅ
つ術

、
政せ

い

 じ治
、
経け

い

 ざ
い済

な
ど
多た

 ぶ
ん

 や
分
野
で

１１人
にん

が受
じゅ くん

勲の栄
えい よ

誉に輝
かがや

く

（１９）

　

２
０
０
人
ち
か
い
同
じ
ケ
ー
プ
と
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

の
卒
業
生
の
な
か
に
息
子
を
見
つ
け
た
房
子
は
そ
っ

て
涙
を
拭
い
た
。
正
輝
を
肘
で
つ
つ
き
、
指
差
し
な

が
ら
、
何
か
さ
さ
や
い
た
。
正
輝
も
ニ
ー
チ
ャ
ン
の

い
る
と
こ
ろ
を
指
差
し
て
末
っ
子
に
教
え
た
。
両
親

が
昂
奮
を
抑
え
き
れ
ず
に
い
る
あ
い
だ
、
ジ
ュ
ン
ジ

は
卒
業
生
が
秩
序
正
し
く
列
を
つ
く
り
、
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
靴
音
を
た
で
て
行
進
す
る
の
を
感
激
し
な
が
ら

眺
め
て
い
た
。

　

軍
の
楽
隊
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
歌
を
奏
で
は
じ
め
、
卒

業
生
と
観
客
が
歌
い
始
め
る
と
、
正
輝
は
気
づ
か
れ

な
い
よ
う
息
を
吸
い
こ
み
、
涙
を
飲
み
こ
ん
だ
。
彼

の
よ
う
な
強
い
国
粋
主
義
の
日
本
人
が
こ
の
先
、
ブ

ラ
ジ
ル
陸
軍
の
将
校
を
目
指
す
息
子
が
み
ん
な
と
声

を
合
わ
せ
て
歌
っ
て
い
る
国
歌
を
聞
き
な
が
ら
、
泣

き
そ
う
に
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

陸
軍
中
佐
の
議
事
日
程
の
読
み
上
げ
の
あ
と
、
Ｃ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
隊
長
が
卒
業
生
全
員
に
よ
る
宣
誓
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
た
。
国
旗
に
向
っ
て
右
手
を
ま
っ
す
ぐ
伸

ば
し
た
卒
業
生
は
国
を
、
そ
し
て
、
国
土
保
全
に
生

命
を
か
け
て
守
る
こ
と
を
誓
っ
た
。
正
輝
は
陸
軍
予

備
将
校
の
宣
言
の
内
容
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
そ
れ

こ
そ
が
卒
業
生
に
課
さ
れ
た
義
務
な
の
だ
。
自
分
の

息
子
が
そ
の
儀
式
の
真
っ
た
だ
中
に
い
る
こ
と
を
思

う
と
、
感
激
せ
ず
に
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

宣
言
が
な
さ
れ
た
数
分
の
あ
い
だ
、
今
ま
で
の
生

涯
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
。
父
忠
道
と
過
ご
し
た
幼
年

期
、
神
戸
か
ら
の
出
港
、
船
中
で
の
惨
事
、
農
業
の

不
成
功
、
都
会
で
の
困
難
な
生
活
、
そ
し
て
、
い
ま

目
に
し
て
い
る
光
景
。

「
今
、
死
ん
だ
と
し
て
も
悔
い
は
な
い
。
や
る
こ
と

は
す
べ
て
や
っ
た
の
だ
か
ら
」

　

と
思
っ
た
。
別
に
死
ぬ
な
ど
と
い
う
深
刻
な
こ
と

を
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
ニ
ー
チ
ャ
ン
が
ブ
ラ
ジ

ル
国
を
守
る
と
宣
言
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
を
教
育

し
終
え
た
と
感
じ
た
の
だ
。
こ
の
先
、
息
子
が
医
者

に
な
っ
た
ら
、
経
歴
が
加
わ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と

だ
。陸
軍
の
予
備
将
校
の
剣
を
受
け
た
こ
と
で
、ニ
ー

チ
ャ
ン
の
希
望
は
達
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の

だ
。

　

そ
の
あ
と
、
陸
軍
の
シ
ン
ボ
ル
の
剣
を
受
け
る
た

め
に
、
砲
兵
部
、
騎
兵
部
、
工
学
部
、
歩
兵
部
、
補

給
部
、
保
健
部
に
分
か
れ
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に

呼
び
出
さ
れ
た
。
マ
サ
ユ
キ
の
番
に
な
っ
た
と
き
、

房
子
は
パ
カ
エ
ン
ブ
の
芝
生
に
予
備
将
校
卒
業
生
が

現
れ
て
か
ら
ず
っ
と
我
慢
し
て
き
た
感
情
が
抑
え
き

れ
ず
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

　

今
ま
で
の
苦
労
の
連
続
の
あ
と
に
み
る
光
景
が
夢

の
よ
う
に
美
し
く
、
感
慨
深
い
も
の
だ
っ
た
。
生
涯

で
最
良
の
日
だ
。
正
輝
も
同
感
だ
っ
た
。
芝
生
で
は

正
装
し
、
花
を
飾
っ
た
巾
広
い
帽
子
を
被
り
、
い
か

に
も
マ
ド
リ
ニ
ャ
（
代
母
）
ら
し
く
装
っ
た
ソ
ラ
ン

ジ
ェ
が
マ
サ
ユ
キ
に
剣
を
渡
し
た
。
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と
心し

ん

配ぱ
い

し
て
い
た
。
誰だ

れ

に
と
っ

て
も
難む

ず
かし
い
時じ

代だ
い

の
よ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
よ

れ
ば
、
新し

ん
 
が
た型
コ
ロ
ナ
を
消

し
ょ
う
 
ど
く毒

す
る
た
め
に
急き

ゅ
う

に
消し

ょ
う
 
ひ費
が

増ふ

え
た
ア
ル
コ
ー
ル
７
０
％

液え
き

、
９
０
％
液え

き

や
そ
の
ジ
ェ

ル
を
、
家い

え

の
中な

か

で
使つ

か
っ
て
い
て

火か
 
じ事
を
起お

こ
し
た
り
、
火や

け
ど傷

を
負お

う
ケ
ー
ス
が
増ふ

え
て
い

る
と
の
こ
と
。
ア
ル
コ
ー
ル

７
０
％
以い

 
じ
ょ
う上は
火ひ

が
点つ

く
の

で
要よ

う
 
ち
ゅ
う
 
い

注
意
だ
。
間ま

 
ち
が違
っ
て
火ひ

の
点つ

い
た
コ
ン
ロ
な
ど
の
近ち

か

く

で
使つ

か

っ
て
い
て
、
引い

ん
 
か火
す
る

こ
と
も
あ
る
と
か
。
子こ

 
ど
も供
が

引い
ん
 
か火
す
る
危き

 
け
ん険
性せ

い

を
知し

ら
ず

に
、
ジ
ェ
ル
で
ベ
タ
ベ
タ
に
つ

い
た
手て

を
振ふ

っ
て
、
コ
ン
ロ
の

乱ら
ん

調
ち
ょ
う

　

下し
も

元も
と

健け
ん

吉き
ち

の
生

し
ょ
う

涯が
い

は
、
成せ

い

功こ
う

と
失し

っ

敗ぱ
い

の
繰く

り
返か

え

し
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
起き

伏ふ
く

が
大お

お

き

く
激は

げ

し
い
波な

み

の
様よ

う

に
続つ

づ

い
た
。

　

戦せ
ん

中ち
ゅ
うは
、
打う

つ
手て

打う

つ
手て

が
当あ

た
り
、
危き

機き

を
事じ

業ぎ
ょ
う

面め
ん

で
の
飛ひ

躍や
く

と
い
う
奇き

跡せ
き

的て
き

現げ
ん

象し
ょ
うに
転て

ん

換か
ん

さ
せ
た
。

　
こ
れ
は
１
９
３
４
年ね

ん

の
仲な

か

買が
い

人に
ん

と
の
抗こ

う

争そ
う

の
折お

り

と
よ
く

似に

て
い
て
、
規き

模ぼ

は
数す

う

桁け
た

、

大お
お

き
く
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

後ご

は
対た

い

外が
い

関か
ん

係け
い

で
調

ち
ょ
う

子し

を
乱み

だ

れ
さ
せ
た
。

以い

下か

、
し
ば
ら
く
、
そ
の
過か

程て
い

を
概が

い

観か
ん

す
る
。

　

１
９
４
５
年ね

ん

８
月が

つ

１
５

日に
ち

、
祖そ

国こ
く

の
敗は

い

戦せ
ん

報ほ
う

を
耳み

み

に
し
た
時と

き

、
下し

も

元も
と

は
号ご

う

泣き
ゅ
うし
た

と
い
う
。

　
が
、
そ
の
一い

ち

週し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
は
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

組く
み

合あ
い

中ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

の
幹か

ん

部ぶ

職し
ょ
く

員い
ん

二ふ
た

人り

を
呼よ

ん

で
、
こ
う
指し

示じ

し
て
い
る
。

　
「
と
も
か
く
戦せ

ん

争そ
う

は
終お

わ

っ
た
。
早そ

う

晩ば
ん

、
組く

み

合あ
い

の
仕し

事ご
と

（
経け

い

営え
い

）
は
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
手て

に

戻も
ど

っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
再さ

い

出
し
ゅ
っ

発ぱ
つ

の
組く

み

合あ
い

運う
ん

動ど
う

は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
様よ

う

な
行い

き

あ
た
り
ば
っ
た
り
の
組く

み

合あ
い

で
は

な
く
、
地ち

方ほ
う

別べ
つ

に
強

き
ょ
う

力り
ょ
くな
組く

み

合あ
い

を
つ
く
る
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

だ

と
思お

も

う
。
そ
の
た
め
に
は
俺お

れ

の
処と

こ
ろ
も
、
発は

っ

展て
ん

的て
き

解か
い

消し
ょ
うと
い

う
こ
と
が
必ひ

つ

要よ
う

か
も
し
れ
な

い
。
君き

み

た
ち
は
、
そ
の
点て

ん

検け
ん

討と
う

し
て
お
い
て
貰も

ら

い
た
い
」

　

こ
の
下し

も

元も
と

の
言こ

と

は
極き

わ

め
て

大だ
い

胆た
ん

で
あ
る
。

　
「
コ
チ
ア
を
含ふ

く

め
て
中

ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

傘さ
ん

下か

の
産さ

ん

組ぐ
み

を
総す

べ

て
解か

い

散さ
ん

さ

せ
、
地ち

方ほ
う

別べ
つ

に
新し

ん

組く
み

合あ
い

を
組そ

織し
き

し
直な

お

し
、
そ
の
業

ぎ
ょ
う

務む

を
中

ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

で
統と

う

括か
つ

す
る
こ
と
を
意い

味み

す
る
か
ら
だ
。
日に

っ

系け
い

産さ
ん

組ぐ
み

の
総そ

う

合ご
う

的て
き

な
再さ

い

編へ
ん

成せ
い

、
一い

っ

本ぽ
ん

化か

で
あ
る
。

無む

論ろ
ん

、
新あ

た
ら
し
い
中

ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

の

采さ
い

配は
い

は
下し

も

元も
と

が
振ふ

る
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
彼か

れ

は
、
戦せ

ん

前ぜ
ん

は
中

ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

の
専せ

ん

務む

理り

事じ

で
あ

っ
た
し
、
コ
チ
ア
の
規き

模ぼ

は

他ほ
か

の
組く

み

合あ
い

は
比ひ

較か
く

に
な
ら
ぬ

ほ
ど
大お

お

き
か
っ
た
か
ら
だ
。

何な

故ぜ

、
下し

も

元も
と

は
突と

つ

如じ
ょ

、
こ

ん
な
こ
と
を
言い

い
出だ

し
た
の

だ
ろ
う
か
？　

以い

下か

は
筆ひ

っ

者し
ゃ

の
読よ

み
で
あ
る

―
―
下し

も

元も
と

は
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

建け
ん

設せ
つ

の

た
め
、
そ
れ
を
し
よ
う
と
し

て
い
た
の
だ
。
祖そ

国こ
く

の
敗は

い

戦せ
ん

と
い
う
シ
ョ
ッ
ク
の
中な

か

で
、
心し

ん

機き

一い
っ

転て
ん

、
積せ

き

年ね
ん

の
大た

い

望ぼ
う

に
向む

け
て
再さ

い

ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

先さ
き

に
触ふ

れ
た
様よ

う

に
、

１
９
４
１
年ね

ん

、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

が
発ほ

っ

足そ
く

し
た
時と

き

、
彼か

れ

は
コ

チ
ア
の
経け

い

営え
い

は
人ひ

と

に
任ま

か

せ
て
、

自じ

分ぶ
ん

は
中

ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

の
専せ

ん

務む

職し
ょ
くに

専せ
ん

従じ
ゅ
うし
よ
う
と
考か

ん
が
え
た
こ
と

が
あ
る
。
産さ

ん

青せ
い

連れ
ん

運う
ん

動ど
う

、
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

建け
ん

設せ
つ

の
た
め
で
あ
る
。

祖そ

国こ
く

の
開か

い

戦せ
ん

に
よ
り
、
こ

の
構こ

う

想そ
う

は
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
忘わ

す

れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
内な

い

容よ
う

を
少す

こ

し
変か

え
て
、
実じ

っ

行こ
う

に

移う
つ

そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

産さ
ん

青せ
い

連れ
ん

５
千せ

ん

の
盟め

い

友ゆ
う

を
建け

ん

設せ
つ

部ぶ

隊た
い

と
し
、
そ
れ
を
進す

す

め

る
腹は

ら

で
あ
っ
た
ろ
う
。

一い
ち

週し
ゅ
う

間か
ん

前ま
え

に
は
号ご

う

泣き
ゅ
うし
た

男お
と
こが
、
こ
う
い
う
具ぐ

合あ
い

に
新し

ん

戦せ
ん

略り
ゃ
くを
打う

ち
出だ

し
て
い
る
。

如い
 
か何
に
も
下し

も

元も
と

ら
し
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
時じ

点て
ん

で
邦ほ

う

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

は
、
歴れ

き

史し

的て
き

な
騒そ

う

乱ら
ん

期き

に
入は

い

り
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の

騒そ
う

乱ら
ん

に
つ
い
て
は
、
周

し
ゅ
う

知ち

の
こ

と
で
あ
る
の
で
詳く

わ

し
い
説せ

つ

明め
い

は
省は

ぶ

く
が
、
祖そ

国こ
く

の
勝

し
ょ
う

敗は
い

問も
ん

題だ
い

に
端た

ん

を
発は

っ

し
た
邦ほ

う

人じ
ん

同ど
う

士し

の
意い

見け
ん

の
対た

い

立り
つ

が
、
次し

第だ
い

に

た
。

【
外

が
い
 
こ
く国
人じ

ん

叙じ
ょ
 
く
ん
勲
】

◎
飯い

い
 ぼ
し星
ワ
ル
テ
ル
シ
ン
ジ

（
５
８
）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

中ち
ゅ
う

綬じ
ゅ

章
し
ょ
う

＝
元も

と

伯は
く

日に
ち

友ゆ
う
 
こ
う好
議ぎ

 
い
ん員
連れ

ん
 
め
い盟

会か
い
 
ち
ょ
う
長
、
元も

と

下か
 
い
ん院
議ぎ

 
い
ん員
。
３

期き

に
亘わ

た

り
連れ

ん
 
ぽ
う邦
下か

 
い
ん院
議ぎ

 
い
ん員
を

勤つ
と

め
た
。
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
ブ
ラ
ジ
ル

移い
 
じ
ゅ
う
住
１
０
０
周

し
ゅ
う
 
ね
ん年
事じ

 
ぎ
ょ
う
業
に
お

い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
日

に
っ
 
け
い
 
し
ゃ
 
か
い

系
社
会

を
代

だ
い
 
ひ
ょ
う
表
し
て
訪ほ

う
 
に
ち日
す
る
な
ど
、

若
わか ばやし

林和
かず お

男氏
し

近ち
か

く
を
通か

よ
っ
て
誤

あ
や
ま
っ
て
引い

ん
 
か火
す

る
こ
と
も
。
ラ
ジ
オ
の
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
は
「
家い

え

の
中な

か

で

は
面

め
ん
 
ど
う
 
く
さ

倒
臭
が
ら
ず
に
石せ

っ
 
け
ん鹸
で

手て

を
洗あ

ら
っ
て
。
そ
れ
で
コ
ロ
ナ

対た
い
 
さ
く策
は
十

じ
ゅ
う
 
ぶ
ん
分
。
ア
ル
コ
ー
ル

ジ
ェ
ル
を
使つ

か

う
の
は
、
外そ

と

に
出で

て
い
る
と
き
だ
け
に
し
て
」
と

呼よ

び
掛か

け
て
い
た
。
読ど

く
 
し
ゃ者
の

皆み
な

さ
ん
も
気き

を
つ
け
て
。

数か
ず

少す
く

な
い
日に

っ
 
け
い
 
じ
ん

系
人
政せ

い
 
じ治
家か

と
し
て
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん
 
け
い係
の
強き

ょ
う
 
か化
・

促そ
く
 
し
ん
進
に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

◎
イ
オ
ラ
ン
ダ
慶け

い

 こ子
ミ
ア
シ

ロ
大お

お

 た田
（
６
３
）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

中ち
ゅ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

＝
元も

と

伯は
く

日に
ち

友ゆ
う
 
こ
う好

議ぎ
 
い
ん員
連れ

ん
 
め
い盟
会か

い
 
ち
ょ
う
長
、
元も

と

下か
 
い
ん院

議ぎ
 
い
ん員
。
日に

っ
 
け
い系
女じ

ょ
 
せ
い性と
し
て
初は

つ

の
ブ
ラ
ジ
ル
連れ

ん
 
ぽ
う邦
下か

 
い
ん院
議ぎ

 
い
ん員

と
な
り
、
２
期き

に
亘わ

た

り
勤つ

と

め

た
。
日に

 
ほ
ん本
文ぶ

ん
 
か化
広こ

う
 
ほ
う報
事じ

 
ぎ
ょ
う
業
と

し
て
、
連れ

ん
 
ぽ
う邦
下か

 
い
ん院
レ
ス
ト
ラ

ン
に
お
け
る
国こ

く
 
さ
い際
和わ

 
し
ょ
く食
ウ
ィ

ー
ク
の
開か

い
 
さ
い催
を
発は

つ
 
あ
ん案
し
、
数か

ず

少す
く

な
い
日

に
っ
 
け
い
 
じ
ん

系
人
政せ

い
 
じ治
家か

と
し

て
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん
 
け
い係の
強き

ょ
う
 
か化
・
促そ

く
 
し
ん進

に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

◎
杉す

ぎ

 お尾
憲け

ん
 い
ち
 ろ
う

一
郎
（
８
２
）
＝

旭き
ょ
く

日じ
つ

中ち
ゅ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

＝
元も

と

グ
ア

ル
ー
リ
ョ
ス
大だ

い
 
が
く学
大だ

い
 
が
く
 
い
ん

学
院

地ち
 
き
ゅ
う球
環か

ん
 
き
ょ
う境
分ぶ

ん
 
せ
き
 
が
く

析
学

教き
ょ
う
 
じ
ゅ
授
、
元も

と

サ
ン
パ
ウ
ロ
大だ

い
 
が
く学

地ち
 
き
ゅ
う球
科か

 
が
く
 
ぶ

学
部
教き

ょ
う
 
じ
ゅ
授
、
元も

と

ブ
ラ
ジ
ル
日に

 
ほ
ん本
文ぶ

ん
 
か化
福ふ

く
 
し祉

協き
ょ
う
 
か
い会
評ひ

ょ
う
 
ぎ
 
い
ん

議
員
会か

い

会か
い
 
ち
ょ
う
長
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
地ち

 
し
つ質

学が
く
 
し
ゃ
者
と
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
大

だ
い
 
が
く学

等な
ど

で
５
０
年ね

ん

以い
 
じ
ょ
う上
に
亘わ

た

り

教き
ょ
う
 
べ
ん
鞭
を
執と

り
、
地ち

 
し
つ
 
が
く

質
学
に
関か

ん

す
る
論ろ

ん
 
ぶ
ん文
・
書し

ょ
 
せ
き籍
を
日に

 
ほ
ん
 
ご

本
語

で
発

は
っ
 
ぴ
ょ
う表。
ま
た
、
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人

研け
ん
 
き
ゅ
う
 
し
ゃ

究
者
と
の
緊き

ん
 
み
つ密
な
学

が
く
 
じ
ゅ
つ術

交こ
う
 
り
ゅ
う
流
に
よ
り
日に

 
ほ
ん本
の
地ち

 
し
つ質

研け
ん
 
き
ゅ
う
究
の
発は

っ
 
て
ん展
に
寄き

 
よ与
す
る
な

ど
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う
 
こ
く
 
か
ん

国
間
の
学

が
く
 
じ
ゅ
つ術

交こ
う
 
り
ゅ
う
流
に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

　

◎
中な

か

 の野
慶よ

し
 あ
き昭（
７
５
）
＝

旭き
ょ
く

日じ
つ

中ち
ゅ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

＝
現げ

ん

ジ
ェ
ト

ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財ざ

い
 
だ
ん団

（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
サ
ン
パ
ウ
ロ
経

け
い
 
ざ
い済

学が
っ
 
こ
う
 
ち
ょ
う

校
長
、
元も

と

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

財ざ
い
 
む務
長ち

ょ
う
 
か
ん
官
。
Ｆ
Ｇ
Ｖ
サ
ン
パ

ウ
ロ
経け

い
 
ざ
い済
学が

っ
 
こ
う
 
ち
ょ
う

校
長
と
し
て

ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ
 
か
い会
発は

っ
 
て
ん展に
貢こ

う
 
け
ん献

す
る
卒

そ
つ
 
ぎ
ょ
う
 
せ
い

業
生
を
多た

 
す
う数
育い

く
 
せ
い成す

る
と
同ど

う
 
じ時
に
、
日に

 
ほ
ん本
の
大だ

い
 
が
く学

教き
ょ
う
 
じ
ゅ
授
、
有

ゆ
う
 
し
き
 
し
ゃ

識
者
、
学が

く
 
せ
い生
な
ど

を
積

せ
っ
 
き
ょ
く極
的て

き

に
受う

け
入い

れ
経

け
い
 
ざ
い済

分ぶ
ん
 
や野
に
お
け
る
日に

っ
 
ぱ
く伯
間か

ん

の
知ち

的て
き

交こ
う
 
り
ゅ
う
流
に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

◎
中な

か

 た
に谷
ア
ン
セ
ル
モ

（
７
８
）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

小し
ょ
う

綬じ
ゅ

１９４５年
ねん

９月
がつ

２日
か

、ＵＳＳミズーリ艦
かん

上
じょう

でリチャード・サザ
ランド中

ちゅう

将
じょう

が見
み

守
まも

る中
なか

、第
だい

２次
じ

大
たい

戦
せん

の降
こう

伏
ふく

文
ぶん

書
しょ

に署
しょ

名
めい

する
重
しげ

光
みつ

葵
あおい

外
がい

務
む

大
だい

臣
じん

、右
みぎ

は随
ずい

行
こう

の加
か

瀬
せ

俊
しゅん

一
いち

（Army Signal Corps 
photographer LT. Stephen E. Korpanty/Public domain）

章し
ょ
う

＝
元も

と

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん
 
か化
連れ

ん
 
め
い盟

理り
 
じ
 
ち
ょ
う

事
長
、
元も

と

古ふ
る
 
か
わ河
電で

ん
 
き気

工こ
う
 
ぎ
ょ
う業
株か

ぶ
 
し
き
 
が
い
 
し
ゃ

式
会
社
ブ
ラ
ジ

ル
法ほ

う
 
じ
ん人
社し

ゃ
 
ち
ょ
う
長
。
ブ
ラ
ジ
ル

日に
っ
 
け
い
 
し
ゃ
 
か
い

系
社
会
を
代

だ
い
 
ひ
ょ
う表
す
る

経け
い
 
ざ
い済
人じ

ん

と
し
て
古ふ

る
 
か
わ河
電で

ん
 
き気

ブ
ラ
ジ
ル
現げ

ん
 
ち地
法ほ

う
 
じ
ん人の
社

し
ゃ
 
ち
ょ
う長

職し
ょ
くを
長な

が

ら
く
勤つ

と

め
た
後の

ち

、
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん
 
か化
連れ

ん
 
め
い
盟
（
ア
リ
ア
ン
サ
）

の
理り

 
じ
 
ち
ょ
う

事
長
と
し
て
、
日に

 
ほ
ん
 
ご

本
語

学が
く
 
し
ゅ
う
習
や
文ぶ

ん
 
か化
活か

つ
 
ど
う動
の
為た

め

の

環か
ん
 
き
ょ
う境
整せ

い
 
び備
を
行お

こ
な
い
、
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う
 
こ
く
 
か
ん

国
間
の
経け

い
 
ざ
い済
関か

ん
 
け
い係
お
よ

び
交こ

う
り
ゅ
う流に
尽つ

く
し
た
。　

◎
桂か

つ
ら
 が
わ川
富と

み

 お夫
（
７
４
）
＝

旭き
ょ
く
 
じ
つ
 
た
ん

日
単
光こ

う

章し
ょ
う

＝
現げ

ん

ブ
ラ

ジ
ル
日に

 
ほ
ん本
文ぶ

ん
 
か化
福ふ

く
 
し祉
協き

ょ
う
 
か
い会

副ふ
く

会か
い
 
ち
ょ
う
長
（
文

ぶ
ん
 
き
ょ
う協
）、
元も

と

サ

ウ
ー
デ
文ぶ

ん
 
か化
体た

い
 
い
く育
協き

ょ
う
 
か
い会

会か
い
 
ち
ょ
う
長
。
文

ぶ
ん
 
き
ょ
う協
農の

う
 
ぎ
ょ
う業
関か

ん
 
れ
ん連

交こ
う
 
り
ゅ
う流
委い

 
い
ん
 
か
い

員
会
委い

 
い
ん
 
ち
ょ
う

員
長
を

務つ
と

め
、
日に

っ
 
け
い系
農の

う
 
か家
間か

ん

の
交

こ
う
 
り
ゅ
う流

お
よ
び
農

の
う
 
ぎ
ょ
う業
分ぶ

ん
 
や野
に
お
け
る

日に
っ

伯ぱ
く

連れ
ん
 
け
い携
強き

ょ
う
 
か化に
貢こ

う
 
け
ん献
。
そ

の
他ほ

か

、
サ
ウ
ー
デ
文ぶ

ん
 
か化
体た

い
 
い
く育

協き
ょ
う
 
か
い
会
で
は
、
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
移い

 
じ
ゅ
う住の

コ
ロ
ナ
災さ

い

禍か

の
た
め
に
在ざ

い

宅た
く

勤き
ん

務む

を
基き

本ほ
ん

に
し
な
が
ら
も
、

週し
ゅ
う３
回か

い

出し
ゅ
っ

勤き
ん

と
い
う
生せ

い

活か
つ

を

送お
く
っ
て
い
る
と
い
う
。
昨さ

っ

今こ
ん

猛も
う

威い

を
奮ふ

る

っ
て
い
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
悪わ

る

い
影え

い

響き
ょ
うが
色い

ろ

ん
な

分ぶ
ん

野や

に
現あ

ら
われ
て
お
り
、「
１
０

月が
つ

に
予よ

定て
い

さ
れ
て
い
る
地ち

方ほ
う

統と
う

一い
つ

選せ
ん

挙き
ょ

を
後あ

と

に
ず
ら
す
こ

と
も
議ぎ

論ろ
ん

に
上あ

が
っ
て
い
る
」

複ふ
く

雑ざ
つ

化か

、
変へ

ん

質し
つ

、
険け

ん

悪あ
く

化か

し

て
殺さ

っ

気き

を
帯お

び
、
遂つ

い

に
は
血ち

を
見み

る
こ
と
に
な
っ
た
。
邦ほ

う

人じ
ん

社し
ゃ

会か
い

は
至い

た

る
処と

こ
ろで
分ぶ

ん

裂れ
つ

、
騒そ

う

乱ら
ん

状じ
ょ
う

態た
い

と
な
っ
た
。

下し
も

元も
と

は
、
事じ

態た
い

が
そ
こ
ま

で
行ゆ

く
と
は
、
想そ

う

定て
い

し
て
居い

な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
、
想そ

う

定て
い

外が
い

の
事じ

態た
い

に
突と

つ

入に
ゅ
うし
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め

に
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

判は
ん

断だ
ん

を
誤

あ
や
ま
っ
た
。
結け

っ

果か

と
し
て
、
今こ

ん

度ど

は
打う

つ
手て

打う

つ
手て

、
外は

ず

れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

そ
れ
が
彼か

れ

の
新し

ん

社し
ゃ

会か
い

建け
ん

設せ
つ

計け
い

画か
く

を
蹉さ

跌て
つ

さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

歴れ
き
 
し史
や
日に

 
ほ
ん本
文ぶ

ん
 
か化
へ
の
理り

 
か
い解

を
促そ

く
 
し
ん進
す
る
事じ

 
ぎ
ょ
う業
を
実じ

っ
 
し施

し
、
日に

っ

伯ぱ
く

間か
ん

の
交

こ
う
 
り
ゅ
う流
強き

ょ
う
 
か化に

尽じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

◎
エ
ジ
ソ
ン
・
ヒ
ロ
カ
ズ
・

ワ
タ
ナ
ベ
（
６
７
）
＝
旭

き
ょ
く

日じ
つ

中ち
ゅ
う

綬じ
ゅ

章し
ょ
う

＝
現げ

ん

リ
オ
・

デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
連れ

ん
 
ぽ
う邦
大だ

い
 
が
く学

大だ
い
 
が
く
 
い
ん

学
院
工こ

う
 
が
く学
研け

ん
 
き
ゅ
う
 
か

究
科

教き
ょ
う
 
じ
ゅ
授
。
同ど

う

大だ
い
 
が
く
 
い
ん

学
院
教き

ょ
う
 
じ
ゅ
授
と

し
て
、
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
研け

ん
 
き
ゅ
う
 
し
ゃ

究
者
と

の
共

き
ょ
う
 
ち
ょ
著
で
本ほ

ん

を
出

し
ゅ
っ
 
ぱ
ん
版
す
る
な

ど
、
長な

が
 
ね
ん年
に
亘わ

た

り
科か

 
が
く学
技ぎ

 
じ
ゅ
つ術

分ぶ
ん
 
や野
に
お
け
る
日に

っ

伯ぱ
く

の
学

が
く
 
じ
ゅ
つ術

交こ
う
 
り
ゅ
う
流
に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

◎
テ
イ
シ
ュ
ン
・
ヒ
ラ
マ
ツ

（
７
２
）
＝
旭き

ょ
く
 
じ
つ
 
そ
う

日
双
光こ

う

章
し
ょ
う

＝
現げ

ん

デ
カ
セ
ギ
協

き
ょ
う
 
か
い会
会か

い
 
ち
ょ
う
長
、

元も
と

ク
リ
チ
バ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん
 
か化
援え

ん
 
ご護

協き
ょ
う
 
か
い会
会か

い
 
ち
ょ
う
長
。
ブ
ラ
ジ
ル
デ

カ
セ
ギ
協

き
ょ
う
 
か
い
会
で
は
、
元も

と

デ
カ

セ
ギ
者し

ゃ

の
生せ

い
 
か
つ活
及お

よ

び
就

し
ゅ
う
 
ぎ
ょ
う業

支し
 
え
ん援
な
ど
を
実じ

っ
 
し施
し
日に

っ

伯ぱ
く

関か
ん
 
け
い係の
緊き

ん
 
み
つ密
化か

に
貢こ

う
 
け
ん献
。
ま

た
、
元も

と

ク
リ
チ
バ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん
 
か化

援え
ん
 
ご護
協き

ょ
う
 
か
い
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

や
文ぶ

ん
 
か化
活か

つ
 
ど
う動
及お

よ

び
日に

 
ほ
ん本
祭ま

つ

り

の
開か

い
 
さ
い催
を
通つ

う

じ
、
日に

 
ほ
ん本
と
ブ

ラ
ジ
ル
の
相そ

う
 
ご互
理り

 
か
い解
の
促そ

く
 
し
ん進

に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

◎
吉よ

し

 い井
貴き

 み

 こ

美
子
（
７
９
）
＝

旭き
ょ
く
 
じ
つ
 
そ
う

日
双
光こ

う

章し
ょ
う

＝
現げ

ん

ロ
ン

ド
リ
ー
ナ
・
グ
ア
ル
ダ
・
ミ

リ
ン
母ぼ

し子
保ほ

ご護
協き

ょ
う
か
い会
会か

い
ち
ょ
う長。

同ど
う
き
ょ
う
か
い

協
会
会か

い
ち
ょ
う長と
し
て
、
更こ

う

生せ
い

や
教

き
ょ
う

育い
く

活か
つ

動ど
う

を
通つ

う

じ
て
多お

お

く

の
青せ

い

少し
ょ
う

年ね
ん

の
救

き
ゅ
う

済さ
い

に
貢こ

う

献け
ん

し
た
。
ま
た
、
日に

 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
ロ
ン

ド
リ
ー
ナ
移い

 
じ
ゅ
う住
１
０
０
年ね

ん
 
さ
い祭

に
際さ

い

し
、
同ど

う

委い
 
い
ん
 
か
い

員
会
・
接せ

っ
 
た
い待

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
勤つ

と

め
、

対た
い
 
に
ち日
理り

 
か
い解
の
促そ

く
 
し
ん進
と
日に

っ

伯ぱ
く

友ゆ
う
 
こ
う好
親し

ん
 
ぜ
ん
善
に
尽

じ
ん
 
り
ょ
く
力
し
た
。

山
やま だ

田和
かず み

三氏
し

飯
いい ぼし

星ワルテルシンジ氏
し

イオランダ慶
けい こ

子ミアシロ大
おお た

田氏
し

杉
すぎ お

尾憲
けん いち ろう

一郎氏
し

中
なか の

野慶
よし あき

昭氏
し

中
なか たに

谷アンセルモ氏
し

桂
かつら がわ

川富
とみ お

夫氏
し

エジソン・ヒロカズ・ワタ
ナベ氏

し

テイシュン・ヒラマツ氏
し

吉
よし い

井貴
き み こ

美子氏
し

の
重じ

ゅ
う
 
よ
う要

性せ
い

を
認に

ん
 
し
き識

さ

せ
、

日に
 
ほ
ん
 
ご

本
語
の

基き
 
そ礎
を
築き

ず

く
こ
と
に

尽じ
ん
 
り
ょ
く力
し

の
ブ
ラ
ジ
ル
画が

 
だ
ん壇
に
お
け
る

日に
っ
 
け
い系
美び

 
じ
ゅ
つ術
会か

い

を
牽け

ん
 
い
ん引
し
た

代だ
い
 
ひ
ょ
う表
的て

き

画が
 
か家
の
一ひ

と
 
り人
。

日に
 
ほ
ん
 
じ
ん

本
人
ブ
ラ
ジ
ル
移い

 
じ
ゅ
う住
１
０ 

０
周

し
ゅ
う
 
ね
ん
年
に
際さ

い

し
、
記き

 
ね
ん念
事じ

 
ぎ
ょ
う業

で
あ
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ
 
け
い系

画が
 
か家
百ひ

ゃ
く

年ね
ん

の
歩あ

ゆ

み
展て

ん

」
の

日に
 
ほ
ん本
開か

い
 
さ
い催
や
、
同ど

う

１
１
０

　

栄は

え
あ
る
受じ

ゅ

勲く
ん

を
受う

け
た

飯い
い

星ぼ
し

ワ
ル
テ
ル
元も

と

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

に
近き

ん

況き
ょ
うを
聞き

い
た
所と

こ
ろ、
現げ

ん

在ざ
い

も
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

商し
ょ
う

業ぎ
ょ
う

評
ひ
ょ
う

議ぎ

会か
い

（
Ｊ
Ｕ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
の

会か
い

長ち
ょ
うと
い
う
要よ

う

職し
ょ
くに
あ
り
、

旭き
ょ
く
 
じ
つ
 
そ
う

日
双
光こ

う

章し
ょ
う

＝
戦せ

ん
 
ご後

◎
若わ

か
 ば
や
し林
和か

ず

 お男
（
８
８
）
＝

【
邦

ほ
う
 
じ
ん人
叙じ

ょ
 
く
ん
勲
】



死し

ぬ
こ
と
は
生い

き
る
こ
と
な
り

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時じ

代だ
い

の
仏ぶ

っ

教き
ょ
う

の
教お

し

え

特
とく

別
べつ

寄
き

稿
こう

聖せ
い

市し

在ざ
い

住じ
ゅ
う

中な
か

野の

晃こ
う

治じ

　

大た
い

変へ
ん

な
事じ

態た
い

に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
人じ

ん

智ち

を
超こ

え
た
大だ

い

自し

然ぜ
ん

の
反は

ん

応の
う

に
な
す
術す

べ

も
な

い
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
で
、
多お

お

く
の
大た

い

切せ
つ

な
人じ

ん

命め
い

が
目め

の
前ま

え

で
失う

し
な
わ
れ

つ
つ
あ
る
の
で
す
。

　

日に

本ほ
ん

の
Ｉ
Ｄ
Ｓ
Ｃ
（
感か

ん

染せ
ん

症し
ょ
う

情じ
ょ
う

報ほ
う

セ
ン
タ
ー
）
に
よ

る
と
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
科か

学が
く

的て
き

に
証

し
ょ
う

明め
い

さ
れ
て
い
る

の
は
、
２
０
世せ

い

紀き

に
は
い
っ

て
か
ら
１
９
１
８
〜
１
９
年ね

ん

ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
１
９
６
８
〜
６
９
年ね

ん

ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

１
９
６
８
〜
６
９
年ね

ん

香ほ
ん
こ
ん港
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
呼よ

ば
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異こ

と

な
る
様よ

う

相そ
う

を

呈て
い

し
て
い
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

の
内な

い

務む

省し
ょ
う

衛え
い

生せ
い

局
き
ょ
く

に
よ
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
イ

1918年
ねん

、米
べい

国
こく

カリフォルニア州
しゅう

オークランドでのスペインかぜの流
りゅう

行
こう

＝オークラ
ンド公

こう

立
りつ

図
と

書
しょ

館
かん

（Edward A. &quot;Doc&quot; Rogers, 1873-1960 / Public domain）

木
もく

造
ぞう

阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

坐
ざ

像
ぞう

 （平
びょう

等
どう

院
いん

・鳳
ほう

凰
おう

堂
どう

、日
に

本
ほん

語
ご

: 定
じょう

朝
ちょう

(11 世
せい

紀
き

), 
図
ず

鑑
かん

: 福
ふく

山
やま

恒
つね

夫
お

　森
もり

暢
とおる

 編
へん

/ Public domain）

浄
じょう

土
ど

を描
えが

いたマンダラ、絹
けん

本
ぽん

著
ちょ

色
しょく

浄
じょう

土
ど

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

（Unknown Kamakura-period artist / Public domain）

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
俗ぞ

く

に
ス

ペ
イ
ン
風か

邪ぜ

と
呼よ

ば
れ
る
）

は
、
第だ

い

一い
ち

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うの

１
９
１
８
年ね

ん

か
ら
１
９
２
０

年ね
ん

の
２
年ね

ん

間か
ん

、
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル

ス
（
Ｈ
１
Ｎ
１
型が

た

）
に
よ
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
お
こ
り
、

当と
う

時じ

の
世せ

界か
い

人じ
ん

口こ
う

の
３
割わ

り

に

当あ

た
る
５
億お

く

人に
ん

が
感か

ん

染せ
ん

、
想そ

う

像ぞ
う

を
絶ぜ

っ

す
る
４
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

〜

５
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

が
死し

亡ぼ
う

し
た
の
が

「
ス
ペ
イ
ン
風か

邪ぜ

」
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
イ
ン
風か

邪ぜ

の
発は

っ

生せ
い

は
、
今い

ま

か
ら
遡

さ
か
の
ぼる
こ
と
約や

く

１
０
０
年ね

ん

前ま
え

、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ン
ザ
ス
州し

ゅ
う
に
あ
る
フ
ァ
ン

ス
ト
ン
陸り

く

軍ぐ
ん

基き

地ち

の
兵へ

い

舎し
ゃ

か

ら
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
第だ

い

一い
ち

次じ

世せ

界か
い

大た
い

戦せ
ん

当と
う

時じ

、
ス
ペ
イ
ン
が
欧お

う

州し
ゅ
うの
中な

か

で
数か

ず

少す
く

な
い
中

ち
ゅ
う

立り
つ

国こ
く

で
あ
っ

た
た
め
、
戦せ

ん

時じ

報ほ
う

道ど
う

管か
ん

制せ
い

外が
い

の
自じ

由ゆ
う

な
立た

ち

場ば

か
ら
、
新し

ん

型が
た

ウ
イ
ル
ス
の
感か

ん

染せ
ん

と
惨さ

ん

状じ
ょ
うが

世せ

界か
い

に
発は

っ

信し
ん

さ
れ
た
か
ら
と

言い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
、
約や

く

３
０
０
万ま

ん

人に
ん

の
感か

ん

染せ
ん

と
約や

く

３
８
万ま

ん

人に
ん

の

死し

亡ぼ
う

者し
ゃ

が
出で

た
と
報ほ

う

告こ
く

さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
ス
ペ
イ
ン
風か

邪ぜ

」
の
第だ

い

一い
っ

波ぱ

は
１
９
１
８
年ね

ん

３
月が

つ

ア

メ
リ
カ
と
欧お

う

州し
ゅ
うで
始は

じ

ま
り
ま

し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
同ど

う

時じ

に
始は

じ

ま
っ
た
第だ

い

二に

波は

は
約や

く

１
０
倍ば

い

の
致ち

死し

率り
つ

に
な
り
、

死し

亡ぼ
う

例れ
い

の
９
９
％
が
６
５
歳さ

い

以い

下か

の
健け

ん

康こ
う

な
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
発は

っ

生せ
い

し
た
と
い
い
ま

す
。

　

こ
れ
に
引ひ

き
続つ

づ

い
て
北き

た

半は
ん

球き
ゅ
うの
冬ふ

ゆ

で
あ
る
１
９
１
９
年ね

ん

の
始は

じ

め
に
第だ

い

三さ
ん

波ぱ

が
起お

こ
り
、
１
年ね

ん

を
ス
パ
ン
に
３
回か

い

の
流

り
ゅ
う

行こ
う

が
見み

ら
れ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

ス
ペ
イ
ン
風か

邪ぜ

の
治ち

療
り
ょ
う

経け
い

験け
ん

を
生い

か
し
た
対た

い

応お
う

が

と
ら
れ
て
い
る
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
現げ

ん

状じ
ょ
うに
つ

い
て
、
２
０
２
０
年ね

ん

４
月が

つ

２
６
日に

ち

の
ロ
イ
タ
ー
に
よ
る

と
、
２
０
１
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

上じ
ょ
う

旬じ
ゅ
んに
中

ち
ゅ
う

国ご
く

・
武ぶ

漢か
ん

で
発は

っ

生せ
い

し
、
世せ

界か
い

中じ
ゅ
うの
２
１
２
カ

国こ
く

へ
と
感か

ん

染せ
ん

が
広ひ

ろ

が
っ
て
い

る
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
―
Ｃ
ｏ
Ｖ
―
２
」

で
、
２
９
１
万ま

ん

７
０
１
３
人に

ん

が
感か

ん

染せ
ん

し
、
少す

く

な
く
と
も

２
０
万ま

ん

３
２
６
４
人に

ん（
７
％
）

が
死し

亡ぼ
う

し
て
い
ま
す
。

　

１
８
８
万ま

ん

７
８
８
２
人に

ん

は

治ち

療り
ょ
う

中ち
ゅ
う、８
２
万ま

ん

５
８
６
７

人に
ん

が
回か

い

復ふ
く

し
て
い
ま
す
が
、

世せ

界か
い

保ほ

健け
ん

機き

構こ
う

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

は
３
月が

つ

１
１
日に

ち

、
新し

ん

型が
た

コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世せ

界か
い

的て
き

な
大だ

い

流り
ゅ
う

行こ
う

）

に
相そ

う

当と
う

す
る
と
表

ひ
ょ
う

明め
い

し
ま
し

た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
最さ

い

初し
ょ

の

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

発は
っ

見け
ん

か
ら
今き

ょ
う日
ま
で
、

５
万ま

ん

８
５
０
９
人に

ん

が
感か

ん

染せ
ん

、

（
６
８
％
が
５
０
歳さ

い

代だ
い

ま
で
）

４
０
１
６
人に

ん

（
６
・
９
％
）

が
死し

亡ぼ
う

、
２
万ま

ん

９
１
６
０
人に

ん

が
回か

い

復ふ
く

し
て
い
ま
す
が
、
日ひ

毎ご
と

に
増ぞ

う

加か

の
一い

っ

途と

を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

　

日に

本ほ
ん

で
は
、
１
月が

つ

６
日か

中ち
ゅ
う

国ご
く

に
武ぶ

漢か
ん

か
ら
帰き

国こ
く

し

た
神か

奈な

川が
わ

県け
ん

在ざ
い

住じ
ゅ
うの
３
０
歳さ

い

の
男だ

ん

性せ
い

が
、
今こ

ん

回か
い

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感か

ん

染せ
ん

が

初は
じ

め
て
で
、
現げ

ん

在ざ
い

ま
で
に

１
万ま

ん

４
０
８
３
人に

ん

が
感か

ん

染せ
ん

、

３
７
９
人に

ん

（
２
・
７
％
）
が

死し

亡ぼ
う

、
３
１
８
１
人に

ん

が
回か

い

復ふ
く

し
て
い
ま
す
。

大た
い

切せ
つ

な
人じ

ん

命め
い

が
失う

し
なわ
れ
る

　

日ひ

毎ご
と

に
あ
ま
り
に
も
多お

お

く

の
死し

者し
ゃ

が
増ぞ

う

加か

し
続つ

づ

け
て
い

る
の
を
見み

る
に
つ
け
、
深ふ

か

い

悲か
な

し
み
と
悔く

や

し
さ
と
虚む

な

し
さ

に
憤

い
き
ど
おり
さ
え
感か

ん

じ
る
毎ま

い

日に
ち

で

す
。
大だ

い

自し

然ぜ
ん

の
反は

ん

応の
う

を
前ま

え

に

人じ
ん

智ち

の
虚む

な

し
さ
に
途と

方ほ
う

に
暮く

れ
て
い
ま
す
が
、
人ひ

と

の
命い

の
ち
の

大た
い

切せ
つ

さ
を
思お

も

い
起お

こ
す
き
っ

か
け
に
も
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

身み

の
危き

険け
ん

を
も
か
え
り
み

ず
、
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

治ち

療り
ょ
う

室し
つ

で
患か

ん

者じ
ゃ

の
治ち

療り
ょ
うに
専せ

ん

念ね
ん

し
て
い
る
医い

療り
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

が
い
る
一い

っ

方ぽ
う

で
、

医い

薬や
く

品ひ
ん

や
医い

療り
ょ
う

機き

器き

が
不ふ

足そ
く

し
、
患か

ん

者じ
ゃ

の
気き

持も

ち
が
理り

解か
い

で
き
ず
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
思お

も

う
よ
う
に
出で

来き

な
い
医い

療り
ょ
う

者し
ゃ

が
増ふ

え
る

こ
と
で
、
取と

り
返か

え

し
の
出で

来き

な
い
医い

療り
ょ
う

事じ

故こ

の
多た

発は
つ

へ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

そ
し
て
医い

療り
ょ
う

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

は

命い
の
ちを
救す

く

う
べ
く
努ど

力り
ょ
くす
る
中な

か

で
、
ど
う
し
て
も
避さ

け
ら
れ

な
い
死し

や
、
生い

き
て
い
て
も

な
お
辛つ

ら

い
現げ

ん

実じ
つ

を
知し

り
、
こ

の
世よ

の
真し

ん

理り

や
命い

の
ち
の
神し

ん

秘ぴ

と

そ
の
連れ

ん

続ぞ
く

性せ
い

に
日に

ち

夜や

直ち
ょ
く

面め
ん

し
て
い
る
の
で
す
。

お
釈し

ゃ

迦か

様さ
ま

の
教お

し

え

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

陽よ
う

性せ
い

反は
ん

応の
う

が
出で

て
患か

ん

者じ
ゃ

体た
い

験け
ん

を
し
た
人ひ

と

達た
ち

は
、
病

び
ょ
う

気き

の
告こ

く

知ち

や
そ
の
治ち

療り
ょ
う

体た
い

験け
ん

、
変か

わ
っ
て
し
ま
っ
た
日に

ち

常じ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

な
ど
を
通つ

う

じ
て
、
命い

の
ち
の
は

か
な
さ
や
そ
れ
ゆ
え
の
尊

と
う
と

さ
、
有ゆ

う

限げ
ん

性せ
い

を
実じ

っ

感か
ん

し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

お
釈し

ゃ

迦か

様さ
ま

は
２
６
０
０
年ね

ん

前ま
え

イ
ン
ド
で
生う

ま
れ
ら
れ
、

こ
の
地ち

球き
ゅ
う

上じ
ょ
うで
た
だ
一ひ

と

人り

仏ほ
と
けの
悟さ

と

り
を
開ひ

ら

か
れ
た
方か

た

で
、「
釈し

ゃ

迦か

の
前ま

え

に
仏ほ

と
け
な
し
、

釈し
ゃ

迦か

の
後あ

と

に
も
仏ほ

と
け
な
し
」
と

言い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
苦く

る

し
い
今い

ま

を
イ

キ
イ
キ
と
生い

き
る
た
め
に
お

釈し
ゃ

迦か

様さ
ま

は
、
こ
の
世よ

の
真し

ん

理り

を
解と

き
明あ

か
す
４
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
お
示し

め

し
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

出
し
ゅ
っ

発ぱ
つ

点て
ん

は
「
一い

っ

切さ
い

皆か
い

苦く

‐（
人じ

ん

生せ
い

は
思お

も

い
通ど

お

り
に
な

ら
な
い
苦く

る

し
み
）」
と
知し

る

こ
と
か
ら
始は

じ

ま
り
、
仏ぶ

っ

教
き
ょ
う

の
「
苦く

」
と
は
「
四し

苦く

八は
っ

苦く

」
と
呼よ

ば
れ
、「
死し

」
死し

ん
で
い
く
苦く

る

し
み
、「
病び

ょ
う

」

病び
ょ
う

気き

の
苦く

る

し
み
、「
老ろ

う

」
老お

い
の
苦く

る

し
み
、「
生せ

い

」
生い

き
る
苦く

る

し
み
の
四し

苦く

。
八は

っ

苦く

は

「
五ご

蘊う
ん

盛じ
ょ
う

苦く

（
心し

ん

身し
ん

を
思お

も

う

よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

な
い
苦く

る

し
み
）、「
愛あ

い

別べ
つ

離り

苦く

（
愛あ

い

す
る
人ひ

と

と
何い

時つ

か
は
別わ

か

れ
る
苦く

る

し
み
）」、「
怨お

ん

憎ぞ
う

会え

苦く

（
憎に

く

し
み
を
抱い

だ

く
人ひ

と

と
出で

会あ

う
苦く

る

し
み
）」、「
求ぐ

不ふ

得と
っ

苦く

（
お
金か

ね

や
地ち

位い

、
名め

い

誉よ

な

ど
手て

に
入は

い

ら
な
い
苦く

る

し
み
）」

の
八や

っ

つ
の
苦く

る

し
み
が
挙あ

げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
誰だ

れ

も
が
実じ

っ

感か
ん

す
る

こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
苦く

る

し
み
は
、
な

ぜ
生う

ま
れ
る
の
か
を
理り

解か
い

す
る
に
は
、
お
釈し

ゃ

迦か

様さ
ま

が
挙あ

げ

た
三み

っ

つ
の
真し

ん

理り

を
知し

る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
真し

ん

理り

を
、「
諸し

ょ

行ぎ
ょ
う

無む

情じ
ょ
う（
す
べ
て
は
う
つ
り
変か

わ

る
）」
と
し
、「
諸し

ょ

法ほ
う

無む

我が

（
す

べ
て
は
繋つ

な

が
り
の
中な

か

で
変へ

ん

化か

す
る
）」
と
い
う
真し

ん

理り

に
あ

る
と
考か

ん
が
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
正た

だ

し
く
理り

解か
い

し

た
う
え
で
、
世よ

の
中な

か

を
捉と

ら

え

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
あ
ら

ゆ
る
現げ

ん

象し
ょ
うに
一い

っ

喜き

一い
ち

憂ゆ
う

す
る

こ
と
な
く
安あ

ん

定て
い

し
た
状

じ
ょ
う

態た
い

に

な
り
、
つ
ま
り
、
苦く

る

し
み
か

ら
解か

い

放ほ
う

さ
れ
る
、
と
お
釈し

ゃ

迦か

様さ
ま

は
解と

か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
目め

指ざ

す
べ
き

「
涅ね

槃は
ん

寂じ
ゃ
く

静じ
ょ
う（
仏ほ

と
け
に
な
る
た

め
に
仏ぶ

っ

教き
ょ
うが
目め

指ざ

す
〝
さ
と

り
〞）」
な
の
で
す
。

お
も
し
ろ
い
仏ぶ

っ

教
き
ょ
う

　

仏ぶ
っ

教き
ょ
うは
お
も
し
ろ
い
宗

し
ゅ
う

教き
ょ
うだ
と
お
も
い
ま
す
。「
お

も
し
ろ
い
」
と
い
う
と
「
と

ん
で
も
な
い
こ
と
を
…
」
と

怒お
こ

る
方か

た

も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

阿あ

弥み

陀だ

様さ
ま｟
三さ

ん

世せ
い

十じ
っ

方ぽ
う

（
過か

去こ

、
現げ

ん

在ざ
い

、
未み

来ら
い

と
東と

う

西ざ
い

南な
ん

北ぼ
く

、
西せ

い

北ほ
く

、
西せ

い

南な
ん

、
東と

う

北ほ
く

、
東と

う

南な
ん

、
上う

え

、
下し

た

の
称し

ょ
う

）
諸し

ょ

仏ぶ
つ

の
本ほ

ん

仏ふ
つ

｠の
願ね

が

い
は「
ほ

ん
と
う
に
疑う

た
が

い
な
く
私わ

た
し

の

国く
に

、
お
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生う

ま
れ
る
と

思お
も

え
」
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
す
さ
ま
じ
い
こ
と

で
す
。
死し

ん
で
い
る
人に

ん

間げ
ん

を

つ
か
ま
え
て
「
こ
れ
は
死し

で

は
な
い
。
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生う

ま
れ

て
い
っ
た
の
だ
」
と
言い

い
切き

れ
る
こ
と
は
大た

い

変へ
ん

な
こ
と
で

す
。

　

む
か
し
中

ち
ゅ
う

国ご
く

に
道ど

う

吾ご

と
い

う
禅ぜ

ん

僧そ
う

が
い
ま
し
た
。

　

あ
る
と
き
檀だ

ん

家か

さ
ん
か
ら

葬そ
う

儀ぎ

を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
の
で
、
弟で

子し

の
漸ぜ

ん

源げ
ん

を
連つ

れ
て
お
葬そ

う

式し
き

に
行い

き

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
棺か

ん

桶お
け

の

ふ
た
を
開ひ

ら

い
て
道ど

う

吾ご

が
な
く

な
っ
た
方か

た

に
引い

ん

導ど
う

（
浄

じ
ょ
う

土ど

へ

導み
ち
びく
こ
と
）
を
わ
た
そ
う
と

し
た
と
き
、
漸ぜ

ん

源げ
ん

が
棺か

ん

桶お
け

を

お
さ
え
て
「
こ
れ
死し

か
、
こ

れ
生せ

い

か
」と
聞き

い
た
の
で
す
。

　

考か
ん
が
え
て
み
る
と
、
死し

ん
で

い
る
も
の
に
引い

ん

導ど
う

を
渡わ

た

し
て

も
、
聞き

く
耳み

み

も
さ
と
る
こ
こ

ろ
も
無な

い
か
ら
無む

意い

味み

な
の

で
す
。
も
し
生い

き
て
い
る
な

ら
ば
葬そ

う

式し
き

を
す
る
こ
と
自じ

体た
い

が
無む

意い

味み

じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
の
で
す
。

　

お
そ
ら
く
も
っ
と
端た

ん

的て
き

に

「
生せ

い

と
は
何な

に

か
、
死し

と
は
何な

に

か
」と
尋た

ず

ね
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
と
き
道ど

う

吾ご

は
「
死し

と

も
い
わ
じ
、生せ

い

と
も
い
わ
じ
」

と
答こ

た

え
ま
し
た
。

　

す
る
と
漸ぜ

ん

源げ
ん

は
「
ど
う
し

て
い
わ
な
い
の
か
」
と
つ
め

よ
り
ま
す
。

　

し
か
し
道ど

う

吾ご

は
「
何な

ん

と
し

て
も
い
わ
な
い
」
と
い
い
は

り
ま
す
。「
い
わ
な
け
れ
ば

葬そ
う

儀ぎ

は
だ
さ
せ
な
い
」
と
、

棺か
ん

桶お
け

の
前ま

え

で
禅ぜ

ん

問も
ん

答ど
う

が
始は

じ

ま

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
で
は
葬そ

う

式し
き

が
進し

ん

行こ
う

し

ま
せ
ん
。
遺い

族ぞ
く

た
ち
は
困こ

ま

っ

て
し
ま
っ
て
、
一ひ

と

人り

が
「
禅ぜ

ん

問も
ん

答ど
う

は
後あ

と

に
し
て
、
と
に
か

く
葬そ

う

式し
き

だ
け
は
し
て
く
だ
さ

い
」
と
い
い
、
葬そ

う

式し
き

だ
け
は

済す

ま
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
帰か

え

り
道み

ち

で
、
漸ぜ

ん

源げ
ん

は
ま
た
同お

な

じ
こ
と
を
問と

い
か

け
、
道ど

う

吾ご

は
同お

な

じ
答こ

た

え
を
繰く

り
返か

え

す
ば
か
り
で
し
た
。

　

し
か
し
そ
れ
か
ら
ず
い
ぶ

ん
経た

っ
て
漸ぜ

ん

源げ
ん

は
生せ

い

死し

を
超こ

え
る
悟さ

と

り
を
開ひ

ら

き
ま
す
。
そ

の
と
き
に
漸ぜ

ん

源げ
ん

は
「
あ
の
と

き
師し

匠し
ょ
うは
よ
く
答こ

た

え
て
く
れ

な
か
っ
た
。
言い

っ
て
く
れ
な

か
っ
た
お
か
げ
で
私わ

た
し
は
、
生せ

い

死し

の
真し

ん

の
意い

味み

を
悟さ

と

る
こ
と

が
で
き
た
」
と
喜よ

ろ
こ
び
、
感か

ん

謝し
ゃ

し
た
、
と
言い

う
こ
と
で
す
。

　

死し

ん
で
い

る
人ひ

と

を
つ
か

ま
え
て
「
生い

き
て
い
る

か
、
死し

ん
で

い
る
か
」
と

い
う
弟で

子し

も

す
ご
い
が
、

「
い
わ
な
い
」

と
い
っ
た
師し

匠し
ょ
うも
師し

匠し
ょ
うで

す
。

　

し
か
し
、

言い

っ
た
ら
嘘う

そ

に
な
る
と
い

う
と
こ
ろ
が

道ど
う

吾ご

に
は
よ

く
分わ

か

っ
て
い

た
の
で
し
ょ

う
。
い
か
に

も
禅ぜ

ん

問も
ん

答ど
う

の
話は

な
しで
す
。

　

し
か
し
、
阿あ

弥み

陀だ

様さ
ま

は
禅ぜ

ん

問も
ん

答ど
う

し
ま
せ
ん
。「
私わ

た
し
の
国く

に

に
生う

ま
れ
る
と
思お

も

い
な
さ

い
」
と
言い

わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生う

ま
れ
る

と
い
う
「
生せ

い

」
は
、
死し

に
対た

い

す
る
「
生せ

い

」
で
は
な
く
「
無む

生し
ょ
うの
生せ

い

」
で
、
迷ま

よ

い
の
生せ

い

を

超こ

え
た
不ふ

生し
ょ
う

不ふ

滅め
つ

（
生し

ょ
う

じ

る
こ
と
な
く
滅め

っ

す
る
こ
と
な

く
常

じ
ょ
う

住じ
ゅ
う

不ふ

変へ
ん

）
の
悟さ

と

り
の

境き
ょ
う

界か
い

に
生う

ま
れ
る
こ
と
な

の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
生せ

い

死し

に
と

ら
わ
れ
て
い
る
凡ぼ

ん

夫ぷ

に
は
、

「
無む

生し
ょ
うの
生せ

い

」
と
い
わ
れ
て

も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

私わ
た
し
た
ち
の
凡ぼ

ん

夫ぷ

の
情じ

ょ
う
に
応お

う

じ
て
「
生せ

い

」
と
の
み
言い

わ
れ

た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
死し

ぬ
の
で
は
な
く
、
お
浄

じ
ょ
う

土ど

に

生う

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、

死し

ん
だ
人ひ

と

は
や
す
ら
か
な
涅ね

槃は
ん

（
人に

ん

間げ
ん

が
持も

っ
て
い
る
本ほ

ん

能の
う

か
ら
起お

こ
る
、
心こ

こ
ろ
の
迷ま

よ

い

が
な
く
な
っ
た
状

じ
ょ
う

態た
い

）
の
境

き
ょ
う

界か
い

に
生い

き
続つ

づ

け
る
方か

た

と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私わ
た
し
た
ち
は
な
く
な
っ
た
方か

た

に
対た

い

し
て「
か
わ
い
そ
う
だ
、

気き

の
毒ど

く

だ
」
と
い
わ
ず
に
、

「
死し

に
別わ

か

れ
る
こ
と
は
悲か

な

し

い
け
れ
ど
、
亡な

く
な
っ
た
方か

た

【
本ほ

ん

の
要よ

う

旨し

】
北ほ

く

斎さ
い

の
妙

み
ょ
う

見け
ん

信し
ん

仰こ
う

と
使し

命め
い

感か
ん

で
は
、
北ほ

く

斎さ
い

の
本ほ

ん

質し
つ

と
は
何な

に

か
。

　

北ほ
く

斎さ
い

の
北き

た

は
北ほ

っ

極き
ょ
く

星せ
い

と

北ほ
く

斗と

七し
ち

星せ
い

を
示し

唆さ

し
て
い

る
。
こ
れ
は
妙

み
ょ
う

見け
ん

信し
ん

仰こ
う

と
掛か

け
た
も
の
だ
と
考か

ん
が
え
ら
れ
て

い
る
。

　

妙
み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ

と
は
、「
北ほ

っ

極
き
ょ
く

星せ
い

あ
る
い
は
北ほ

く

斗と

七し
ち

星せ
い

を
神し

ん

格か
く

化か

し
た
菩ぼ

薩さ
つ

。
国こ

く

土ど

を
擁よ

う

護ご

し
災さ

い

害が
い

を
減げ

ん

除じ
ょ

し
、
人ひ

と

の

福ふ
く

寿じ
ゅ

を
増ま

す
と
い
う
。特と

く

に
、

眼が
ん

病び
ょ
う

平へ
い

癒ゆ

を
祈い

の

る
妙

み
ょ
う

見け
ん

法ほ
う

の
本ほ

ん

尊ぞ
ん

。
主し

ゅ

と
し
て
日に

ち

蓮れ
ん

◆
田た

中な
か

英ひ
で

道み
ち

 『
葛か

つ

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

。
本ほ

ん

当と
う

は
何な

に

が
す
ご
い
の
か
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

を
読よ

み
解と

く

『葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

 本
ほん

当
とう

は何
なに

がすごい
のか』（田

た

中
なか

英
ひで

道
みち

著
ちょ

、扶
ふ

桑
そう

社
しゃ

、
2017 年

ねん

）

宗し
ゅ
うで

尊そ
ん

崇す
う

。
尊そ

ん

皇の
う

王お
う

。
北ほ

く

辰し
ん

菩ぼ

薩さ
つ

」（「
広こ

う

辞じ

苑え
ん

」）と
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
北き

た

と
い
う
字じ

に

は
共

き
ょ
う

同ど
う

体た
い

と
か
国こ

っ

家か

と
い
う

意い

味み

が
含ふ

く

ま
れ
て
い
る
と
い

う
し
、
尊そ

ん

王の
う

と
し
て
の
妙

み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ

の
意い

味み

合あ

い
も
感か

ん

じ
さ

せ
る
。
そ
れ
ほ
ど
大お

お

き
な
意い

味み

を
持も

っ
て
い
る
と
北ほ

く

斎さ
い

は

こ
れ
を
知し

っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。

　

そ
れ
ほ
ど
の
教

き
ょ
う

養よ
う

と
知ち

識し
き

が
あ
る
人ひ

と

で
あ
る
。
単た

ん

な
る

言こ
と

葉ば

遊あ
そ

び
の「
酒し

ゃ

落ら

く
せ
い
、

阿あ

保ほ

く
せ
い
」
で
は
な
く
、

北ほ
く

斎さ
い

と
自み

ず
か
ら
名な

乗の

っ
た

と
き
に
、
そ
れ
だ
け
の

使し

命め
い

感か
ん

を
持も

っ
て
い
た

の
だ
ろ
う
。

　

何な
ん

度ど

も
改か

い

名め
い

し
て
い

る
か
ら
、
北ほ

く

斎さ
い

も
簡か

ん

単た
ん

に
変か

え
た
の
だ
と
思お

も

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
自じ

分ぶ
ん

の
名な

前ま
え

を
そ

ん
な
に
い
い
加か

減げ
ん

に
つ
け
る

は
ず
が
な
い
と
思お

も

わ
れ
る
。

　

こ
の
妙

み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ

に
つ
い

て
、
一ひ

と

つ
の
逸い

つ

話わ

が
あ
る
の

で
紹

し
ょ
う

介か
い

し
た
い
。
北ほ

く

斎さ
い

が
い

つ
も
の
よ
う
に
柳

や
な
ぎ

嶋し
ま

妙み
ょ
う

見け
ん

山ざ
ん

に
初は

つ

詣も
う
でに
出で

た
帰か

え

り
道み

ち

の

こ
と
、
間ま

近ぢ
か

に
落お

ち
た
雷

か
み
な
りに

驚お
ど
ろき
、
田た

ん
ぼ
の
中な

か

に
転こ

ろ

げ

落お

ち
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
後の

ち

、

描か

く
絵え

が
売う

れ
始は

じ

め
た
。
北ほ

く

斎さ
い

は
、
こ
れ
は
妙

み
ょ
う

見け
ん

菩ぼ

薩さ
つ

の

霊れ
い

験げ
ん

だ
と
信し

ん

じ
、
一い

っ

層そ
う

厚あ
つ

く

は
お
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生う

ま
れ
て
、
真し

ん

実じ
つ

の
安や

す

ら
ぎ
を
得え

ら
れ
た

方か
た

」
と
い
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

　

逆ぎ
ゃ
く

に
お
浄

じ
ょ
う

土ど

に
生う

ま
れ

て
、
仏

ほ
と
け

様さ
ま

に
さ
せ
て
い
た
だ

く
も
の
が
、
ど
う
生い

き
て
ゆ

く
べ
き
か
を
問と

わ
れ
る
の
で

す
。浄

じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗し
ゅ
うの
み
教お

し

え
は
、

「
浄

じ
ょ
う

土ど

に
う
ま
れ
る
」
と
い

う
言こ

と

葉ば

で
、
仏ほ

と
け
の
子こ

と
し
て

よ
み
が
え
る
こ
と
で
あ
る
と

言い

っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

合が
っ

掌
し
ょ
う

（
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

派は

正し
ょ
う

宣せ
ん

寺じ

寺じ

報ほ
う

の

掲け
い

載さ
い

記き

事じ

転て
ん

載さ
い

）

信し
ん

仰こ
う

し
た
と
い
う
の
で
あ

る
。

　
「
富ふ

獄が
く

百ひ
ゃ
っ

景け
い

」
初し

ょ

編へ
ん

に
は
、

北ほ
く

斎さ
い

の
絵え

に
対た

い

す
る
覚か

く

悟ご

が

書か

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
口こ

う

語ご

訳や
く

し
て
み
よ
う
。

　
「
私わ

た
し
に
は
六ろ

く

歳さ
い

か
ら
物も

の

の

形か
た
ちを
写し

ゃ

生せ
い

す
る
癖く

せ

が
あ
り
、

五ご

十じ
っ

歳さ
い

の
頃こ

ろ

か
ら
数か

ず

々か
ず

の
画が

図ず

を
本ほ

ん

格か
く

的て
き

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
よ
う

と
し
て
き
た
。

　

七し
ち

十じ
っ

歳さ
い

以い

前ぜ
ん

に
描え

が

い
た
も

の
は
、
実じ

つ

に
取と

る
に
足た

り
な

い
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

七し
ち

十じ
ゅ
う

三さ
ん

歳さ
い

で
、
鳥

ち
ょ
う

獣じ
ゅ
う

虫
ち
ゅ
う

魚ぎ
ょ

の
骨こ

っ
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こ
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AUTOS
ホンダ自動車は、生産活動の休止を継続

ブラジル・トヨタは、
４工場の生産再開を 6 月まで延期

Fórmula-1 cancela as dez primeiras 
corridas de 2020

CALENDÁRIO 2020 DA FÓRMULA-1 

Honda Automóveis mantém 
suspensão das atividades produtivas

モトホンダ・ダ・アマゾニアは
Covid-19 の大流行による影響で、

生産活動の休止延長を発表

Covid-19の大流行により、ホンダ自動車は、生産活動の休止を継続してお
り、サンパウロ州スマレー工場とイチラピナ工場の休止期間を延長する。

同メーカーは、Covid-19 の大流行による影響で、生産活動の停止延長を発表した。

A Honda Automóveis 
informou no dia 22 de abril 
que mantém a suspensão 
das atividades produtivas 
visando assegurar a 
saúde e segurança dos 
colaboradores, bem como 
adequar a produção à 
demanda atual do mercado 
de automóveis.
O novo período de 
suspensão entra em 
vigor em 27 de abril, com 
término previsto para 25 
de junho de 2020.
A maior parte dos 
colaboradores no 
processo produtivo terá 
o contrato de trabalho 
temporariamente suspenso 
por 60 dias, conforme os 
termos previstos na Medida 
Provisória 936/2020.
Nesse período, por meio de 
ajuda compensatória, será 

Com a medida anunciada 
no dia 15 de abril, a data 
prevista para a retomada da 
produção passa a ser o dia 
4 de maio.
A cidade de Manaus, que 
abriga a unidade fabril de 
motocicletas da Honda, 
vem sendo afetada pela 
crescente disseminação 
do novo coronavírus, com 
sobrecarga no sistema de 
saúde local.
Por esse motivo, a Honda 
optou por prorrogar a 
medida de suspensão da 
produção.
O intuito é preservar a saúde 
e segurança das pessoas.
Os colaboradores retornam 
das férias coletivas no dia 
20 de abril.
As horas não trabalhadas 
entre essa data e o 
dia 3 de maio serão 
acumuladas em um banco 
de horas e compensadas 
posteriormente.
A empresa mantém parte 

A Toyota do Brasil informa 
novas medidas que visam 
atenuar os riscos à saúde 
de seus colaboradores e 
de seus familiares à Covid-
19, bem como ajustar suas 
atividades de produção à 
queda de demanda.
A primeira medida é a 
postergação da retomada 
da produção de suas quatro 
unidades fabris localizadas 
no Estado de São Paulo 
para junho (dia 22 para as 
Unidades de São Bernardo 
do Campo, Indaiatuba e 
Porto Feliz e dia 24 para a 
Unidade de Sorocaba).
A segunda medida tem a ver 
com o regime de trabalho 
de seus colaboradores e 
tem vistas à preservação 

01 – GP da Austrália   15 de março   adiado
02 – GP do Bahrein   22 de março   adiado
03 – GP do Vietnã   05 de abril  adiado
04 – GP da China   19 de abril  adiado
05 – GP da Holanda   03 de maio  adiado
06 – GP da Espanha   10 de maio  adiado
07 – GP de Mônaco   24 de maio      cancelado
08 – GP do Azerbaijão   07 de junho  adiado
09 – GP do Canadá  14 de junho  adiado
10 – GP da França   28 de junho                adiado 
11 – GP da Áustria   05 de julho  
12 – GP da Inglaterra   19 de julho  
13 – GP da Hungria   02 de agosto  
14 – GP da Bélgica   30 de agosto  
15 – GP da Itália   06 de setembro  
16 – GP de Singapura   20 de setembro  
17 – GP da Rússia   27 de setembro  
18 – GP do Japão   11 de outubro  
19 – GP dos EUA   25 de outubro  
20 – GP do México   01 de outubro  
21 – GP do Brasil   15 de novembro 
22 – GP de Abu Dhabi               29 de novembro  

Com a pandemia do 
coronavírus atingindo 
a Europa e a América 
do Norte, a Fórmula-1 
confirmou o adiamento do 
GP da França, que estava 
programado para o dia 28 
de junho.
Desta forma, o mais 
provável é que o 
campeonato mundial da 
F-1 tenha início no dia 5 de 
julho com o GP da Áustria, 
e se for realizado, deverá 
ser sem público.
No comunicado a 
justificativa é a de preservar 

mantido de 75% a 100% 
da renda líquida atual do 
colaborador, o que vai além 
da exigência legal prevista 
na MP.
O desconto, que varia de 
0% a 25%, será escalonado 
conforme faixas salariais, 
sendo maior para as faixas 
superiores.
O acordo foi negociado 
com os Sindicatos dos 
Metalúrgicos de Campinas 
e Limeira e aprovado 
pelos colaboradores 
em assembleia virtual, 
realizada no dia 21 de abril.
A Honda está, a cada 
momento, revisando as 
contramedidas em resposta 
aos desafios impostos 
pelo avanço do Covid-19, 
priorizando a segurança 
e saúde das pessoas, a 
conformidade às diretrizes 

governamentais para conter 
o avanço da pandemia 
e a sustentabilidade dos 
negócios.
Funcionários das áreas 
administrativas trabalham 
remotamente de suas 
residências.
Engajada no combate da 
pandemia da Covid-19 a 
Honda Automóveis, iniciou 
no dia 8 de abril, a entrega 
do primeiro equipamento 
com manutenção realizada 
pela empresa ao Pronto 
Socorro Municipal Santa 
Cruz, no município de 
Iracemápolis, distante 
a 50 km da fábrica de 
automóveis em Sumaré-SP.
A Honda é a nona maior 
montadora de automóveis e 
a primeira de motocicletas 
no Brasil.

Fábrica da Honda Automóveis na cidade de Sumaré, no interior do Estado de São Paulo – SP.
A Moto Honda é a maior indústria do Estado do Amazonas.Ca
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do grupo que desempenha 
atividades administrativas 
em regime de home office e 
um contingente mínimo na 
unidade para realização das 
atividades imprescindíveis, 
que não podem ser 
realizadas a distância.
Nesse caso, são adotadas 
as medidas de prevenção 
recomendadas pelas 
autoridades de saúde.
A Moto Honda seguirá 
acompanhando o cenário, 
bem como as orientações 
governamentais, unindo-se 
aos esforços coletivos para 

conter os avanços da covid-
19.
Dessa forma, contribui para 
que as condições de vida 
das pessoas e da indústria 
de motocicletas retornem 
com êxito à normalidade no 
menor tempo possível.
A Moto Honda da Amazônia 
assinou no início de 
abril um termo de o 
desenvolvimento de um 
protótipo de respirador em 
conjunto com o governo do 
Estado do Amazonas e a 
Universidade do Estado do 
Amazonas.

dos empregos.
Em acordo com os 
sindicatos de cada unidade, 
a partir de 22 de abril 
parte dos colaboradores 
– aqueles ligados 
diretamente à produção – 
terá suspensão temporária 
do contrato de trabalho.
O acordo aprovado impacta 
colaboradores horistas e 
administrativos de todas 
as áreas e níveis e preserva 
os salários líquidos entre 
75% e 100% do seu 
valor, conforme a faixa 
de remuneração de cada 
colaborador.
Colaboradores que 
ainda precisem vir para 
planta e administrativos 
não relacionados com a 

a saúde de todas as equipes 
e do staff que acompanha 
a F-1, além de evitar a 
aglomeração do público.
A maioria das provas 
deverá ser remarcada 

suspensão de contrato 
de trabalho, continuam 
trabalhando em regime 
regular ou de home office.
A Toyota continuará 
avaliando a situação e 
caso entenda ser possível 
retomar as atividades 
antes do previsto, 
reverá esse cronograma, 
seguindo as orientações 
das autoridades locais, e 
colocando a saúde e o bem-
estar de seus colaboradores 
em primeiro lugar.
Como compromisso da 
empresa todos os esforços 
possíveis para garantir 
os empregos de seus 
colaboradores e contribuir 
para o desenvolvimento da 
sociedade serão feitos.

durante o ano (e até mesmo 
em janeiro de 2021), 
com exceção do GP de 
Mônaco que está cancelado 
definitivamente, devido à 
falta de agenda local.

A Liberty Media detentora dos direitos comerciais da 
F-1, já adiantou uma ajuda financeira para as equipes 
sobreviverem nos próximos meses. 
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A Honda Automóveis mantém a suspensão de suas atividades 
produtivas estendendo o período de paralisação em suas fábricas 
de Sumaré–SP e Itirapina–SP, devido à pandemia da Covid-19.

Toyota do Brasil posterga retorno de suas fábricas
Montadora posterga retorno da produção de suas quatro 
fábricas para junho.

Moto Honda da Amazônia anunciou a extensão da 
suspensão de suas atividades produtivas devido ao 
impacto provocado pela pandemia da Covid-19.

A montadora anunciou a extensão da suspensão de suas atividades 
produtivas devido ao impacto provocado pela pandemia da Covid-19.

A última prova adiada pela proliferação do coronavírus 
foi o GP da França.
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